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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，

以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第456集として，日本

道路公団の東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に伴って実施

した木更津市山神遺跡ほかの発掘調査報告書を刊行する運びとなり

ました。

この調査では，旧石器時代の石器や縄文土器の出土，弥生時代か

ら奈良・平安時代にいたる集落とともに，多くの土器が検出されて

おり，この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また郷土史の資料

として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成15年3月25日

財団法人千葉県文化財センター

理事長清水新次



凡例

1 本書は，日本道路公団による東関東自動車道 (千葉・富津線)建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査

報告書である。

2 本書は，下記の遺跡を収録したものである。

山神遺跡 千葉県木更津市下烏田260(遺跡コード206-010) 

堀ノ内台遺跡(2 ) 千葉県木更津市下鳥田字堀ノ内台(遺跡コード206-008) 

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，日本道路公団の委託を受け，財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は，主席研究員栗田則久が第 1章・第4章並びに各章の弥生時代以降，上席研究員田島新

が各章の旧石器時代，研究員吉野健ーが各章の縄文時代を担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁生涯学習部文化課，木更津市教育委員会教育部

文化課，財団法人君津郡市文化財センターの御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は，以下のとおりである。

第1図 木更津市役所発行 1/2.500都市計画図「木更津市36J

第3図 国土地理院発行 1/25.000地形図「木更津J(NI -54 -25 -4 -2 ) 

8 周辺地形の航空写真は，京葉測量株式会社による平成 6年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。測量については，日本測地系に基づいている。

10 本書で使用した遺構の種別・番号は，調査時の番号を踏襲した。
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第 1節調査の概要

1 調査に至る経緯

第1章はじめに

日本道路公団では，千葉市から富津市に至る高速自動車道である東関東自動車道館山線を計画した。こ

の路線のうち，千葉市から市原市，袖ケ浦市を経て木更津市に至る約35kmの区間が事業化され，千葉・富

津線として建設が行われることとなった。

用地内には数多くの遺跡が所在することから，その取扱いについて，千葉県教育委員会と日本道路公団

との慎重な協議が重ねられた。その結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず発掘調査による

記録保存の措置を講ずることで協議が整い，財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を実施することと

なった。

調査は，平成元年 1月から開始され，平成 6年6月に全ての発掘が終了した。平成5年度から各遺跡、ご

との本格的な整理作業が開始され，順次報告書を刊行し，現在に至っている。

2 調査の経過

山神遺跡及び堀ノ内台遺跡(2 )の発掘調査は，平成4年度及び5年度に行われた。本格的な整理作業

は，平成13年度に実施された。発掘調査及び整理作業に関わる各年度の担当職員及び作業内容は以下のと

おりである。

( 1 )発掘調査

平成4年度

平成 5 年 3 月 1 日 ~3 月 26 日(山神遺跡確認調査)

内容:(上層)確認調査 7.000rrlのうち700rrl.本調査 3.050rrlに決定

担当者:主任技師柴田龍司

平成5年度

平成 5 年 4 月 1 日 ~10月 29 日(山神遺跡・堀ノ内台( 2 )遺跡本調査)

内容:(上層)本調査 4.050ぱ，下層 420rrl 

担当者:主任技師 麻生正信・福田誠

平成 5 年 5 月 17 日 ~5 月 21 日(堀ノ内台( 2 )遺跡確認調査)

内容:(上層)確認調査 1.200rrlのうち120凶，本調査 1.000凶に決定

主任技師麻生正信

平成 5 年10月 4 日 ~10月 15 日(山神遺跡・堀ノ内台(2 )遺跡下層確認調査)

内容:(上層)確認調査 8.200rrlのうち228rrl，本調査 420rrlに決定

担当者:主任技師麻生正信・福田誠

( 2 )整理作業

平成13年度





内容:記録整理から原稿執筆まで

担当者:室長 今泉潔研究員 高梨友子

3 調査の方法

東関東自動車道(千葉・富津線)建設に関わる発掘調査では，遺跡の数も多く，遺跡、の面積も大きいた

め，それぞれの遺跡毎に平面直角座標E系に基づいたグリッドの設定を行っている。山神遺跡・堀ノ内台

遺跡(2 )とも調査対象範囲を覆うように， 20mx20m方眼を大グリッドとして，南北方向を北から

1， 2，3…，東西方向を西からA，B， C…として設定した。さらに，このグリッドを 2mx2mの小グ

リッドに100分割し，北から00-90，西から00-09と設定した。したがって，各小グリッドは9M-67， 12 

G -51のように呼称した(第2図)。

発掘調査は，まず調査対象面積の10%について， トレンチ・グリッドを設定して，遺構の種類や時期そ

してその広がりを知るために確認調査を行った。その結果，山神遺跡は，弥生時代後期から古墳時代前期

及び奈良・平安時代の集落，堀ノ内台遺跡(2 )は奈良・平安時代の墓域であることが明らかとなり，遺

構の確認されない部分を除いた範囲が本調査の対象となった。

遺構の大半を占める竪穴住居跡では，基本的に土層観察用の十字のベルトを設定して調査を行ったが，

重複の著しい部分や遺存状態の悪い部分では，ベルトの設定を一部省略したものもある。遺物の取り上げ

はその大半を，四分割した区毎に一括して行い，完形あるい

は遺存状態の良い土器や鉄製品・石製品等の特殊な遺物につ

いては，出土状況と出土レベルを記録した。そのほかの遺構

については，適宜土層観察用のベルトを設定しながら，調査

を行った。遺構の実測は，主に簡易遣り方を用い，適宜平板

も使用した。遺構番号は，遺構の種類毎に通し番号で付し，

整理作業段階まで変更は行っていない。

上層の遺構調査終了後，調査対象面積の4%について， 2m

x 2mのグリッドを設定し，一部重機(クラムシェル)を併

用して，旧石器時代の確認、調査を行った。その結果，遺物が

検出されたグリッドについては，周辺を拡張して遺物の広が

りを確認した。周辺拡張後も遺物の単独出土にとどまった拡

張区については，確認調査で終了とした。

第2節調査の位置と環境

l 遺跡の位置(第 1図)
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第2図小グリッド名称例

山神遺跡・堀ノ内台遺跡(2 )は，君津市との行政境に近い木更津市南部に所在する。東京湾の海岸線

までは，最短距離で1.7km程である。北側の小植川，南側の小糸川という清澄山系を源流とし，東京湾へ注

ぐ両河川に挟まれた木更津台地の南部に位置する。木更津台地は，更に小河川によって樹枝状に開析され

ており，山神遺跡・堀ノ内台遺跡(2 )ともに，南側を蛇行しながら東京湾に流れ込む烏田川によって樹

枝状に開析された舌状台地上に立地する。山神遺跡は，舌状台地の先端部，堀ノ内台遺跡(2 )は，山神
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f番号 遺跡、名 l時 代

1 山相11遺跡 川イil*-奈良・司王安

2 場ノ内fl(2)遺跡 111石器・縄文・古墳・奈良・予安

3 掘ノ内合遺跡 旧石日時・尉II文・ 4長良・、F安・中近位
4 q，勉遺跡 1[1111*-奈良・‘IZl.<:
5 l史ヶ作只塚 純文

6 象ヶ谷:常閥、 づ告良.、1!'iC

7 池ノ谷2~，;-塚 樹立文・市墳・近世

8 .i!li1Jk寺遺跡 |日石総~古境

9 天事11所I遺跡 旧石総~占墳. rl'世
10 金→矢台遺跡 1 [1石 ~ii ・剥II文・ f長良・予安・中近fU:

11 小待遺跡 旧石器~内墳，奈良.、IZ安

12 出量ノ台只塚 純文

13 火剤llfi遺跡、 旧石総~条良・、F安
14 金 二矢fT'常跡 f長良・平安

15 北{i-:喫跡 奈良・平安

16 銭j拭遺跡 純文・占噴・奈良・平安

17 本遺跡 純文・占噴・奈良・平安

18 マミヤク遺跡、 旧石総~奈良

19 依ヶ谷遺跡 !日石214~奈良・平安
20 点武線障li皮跡、 近|廿

21 11'台遺跡: 崩II文・市境・奈良

22 山伏作遺跡 旧石器~奈良・千安

23 大山台逃紛; 川.fIl器~奈良・予安
24 !l'f焼遺跡 純文~奈良.、F安

25 !克r:h塚遺跡 指II文~奈良・'r:安

26 中郷{i-遺跡 弥生~中世

27 AJj商減跡 中近世

28 塚原遺跡 純文........11，境

29 千点台遺跡 In石23~奈良・、F安
30 只 ir.~~'li屋遺跡: 近世

31 金鈴塚占噴 占墳

32 永井作只塚 純文

33 祇関只塚 純文



遺跡と同一台地上であるが，聞に台地を分断するように入り込んで、いる小支谷に面する細長い台地の先端

部にあたる。標高は，山神遺跡が50m程，堀ノ内台遺跡(2 )が一段高い60m程を測る。

2 歴史的環境(第3図)

山神遺跡(1 )・堀ノ内台遺跡(2 )周辺では，貝塚や古墳群・大集落が存在することが古くから知られ

ているが，特に昭和50年頃から，主に財団法人君津郡市文化財センターによって進められてきた大規模区

画整理事業に伴う発掘調査の成果から，木更津市南部地域の遺跡の様相が解明されてきている。以下，近

年の発掘調査成果を中心にして，時代別に周辺の歴史的様相を概観することとしたい。

旧石器時代は，東関東自動車道建設に伴って当センターが調査した中越遺跡(4 ) ，堀ノ内台遺跡(3 ) 

金二矢台遺跡 (10)で石器のブロックが検出された。中越遺跡では9ブロック，金二矢台遺跡では12ブロ

ックの石器群がN~VI層中心に展開している。他に，大畑台遺跡 (13)，蓮華寺遺跡(8 )などで検出され

ている。

縄文時代になると，遺跡数が増加する。早期では，請西遺跡群の野焼B遺跡 (24)，塚原遺跡 (28)，大

畑台遺跡群の小谷遺跡(11)，銭賦遺跡 (16)，大畑台遺跡の喋群が注目される。他に，野焼B遺跡，天神

前遺跡(9 )では炉穴などが調査されている。前期では，大畑台遺跡で竪穴住居跡が検出されている。中

期以降については，集落の検出例があまり多くないが，貝塚で当該時期の土器が採集されている。永井作

貝塚 (32)，度ヶ作貝塚(5 )では，堀之内式・加曽利B式・安行式などの後期土器が，祇園貝塚 (33)，

峰ノ台貝塚 (12)では，阿玉台式・勝坂式・加曽利E式・称名寺式・加曽利B式・安行式など中期から後

期の土器が認められる。

弥生時代も比較的多くの遺跡で調査されている。中期の集落として，請西遺跡群の鹿島塚遺跡 (25)，大

山台遺跡 (23)，山伏作遺跡 (22)，千束台遺跡 (29) などがあげられる。これらの遺跡の中では，鹿島塚

遺跡や千束台遺跡で中期の環濠集落が検出されている。後期になると，請西遺跡群の中郷谷遺跡 (26)・大

山台遺跡などや天神前遺跡，塚原遺跡，小浜遺跡群のマミヤク遺跡 (18)・俵ヶ谷津遺跡 (19)などで集落

が形成される。当該時期の方形周溝墓は，野焼遺跡や大畑台遺跡に認められる。

古墳時代になると，弥生時代後期の集落を引き継ぐような形で，請西遺跡群を初めとする台地上縁辺部

に立地する集落が広く展開するようになる。一方，台地内部には，古墳群が集中する傾向がみられる。ま

た，金鈴塚古墳 (31) に代表されるように，沖積地の砂正列上に築造される古墳も認められる。前期には，

大畑台遺跡群の中台遺跡 (21)，請西遺跡群の野焼遺跡，千束台遺跡群，蓮華寺遺跡，マミヤク遺跡，俵ヶ

谷遺跡など，多くの遺跡で集落が展開するようになる。一方，中越遺跡では集落内の竪穴住居跡から小銅

鐸が出土し，注目されている。前期古墳では，大畑台遺跡群や請西遺跡群の中に，集中して検出されてい

る。中期になると，大畑台遺跡群の大畑台遺跡・銭賦遺跡・小谷遺跡，請西遺跡群の野焼遺跡・山伏作遺

跡・大山台遺跡，小浜遺跡群のマミヤク遺跡・俵ヶ谷遺跡，天神前遺跡などで前代に引き続き集落が営ま

れている。後期には，遺跡数が更に増大し，大畑台遺跡群や請西遺跡群，小浜遺跡群，中越遺跡，峯遺跡

(17) などで集落が形成されている。当該時期の古墳群としては，請西遺跡群の鹿島塚古墳群，千束台遺

跡群，小浜遺跡群などで確認されている。

奈良・平安時代の遺跡は，烏田川に面した台地縁辺部に多く分布する。大畑台遺跡では， 8世紀後半~

9世紀前半の竪穴住居跡と掘立柱建物跡，銭賦遺跡、では， 8世紀以降の火葬墓，方形周溝状遺構が検出され
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ている。また，小谷遺跡で， 8世紀-9世紀の集落や基壇建物，火葬墓など，中台遺跡、で， 8世紀後半~

9世紀前半の集落が調査されている。小谷遺跡では，瓦茸基壇建物とともに瓦塔・瓦堂などの仏教関連遺

物が検出されており，寺関係の遺跡として注目される。他に，火葬墓のー形態である石植が金二矢台遺跡・

堀ノ内台遺跡で検出されている。石植は，本地域を含む上総圏西部地域に集中してみられる火葬形態であ

る。また，須恵器窯として北谷窯跡 (15)，金二矢台窯跡 (14)，瓦窯として，象ヶ谷窯跡(6 )があげら

れる。

中世では，前期部分が不明な点が多いが，後期になると， 15世紀後半から真里谷城を本拠とした真里谷

武田氏が領域化し， 16世紀中頃以降同氏が衰退するとともに後北条氏と里見氏の領域紛争の地域となる。

当該地域の中世城館跡として，請西城跡 (27)が確認されている。

近世には，貝淵藩の員淵陣屋跡 (30)，それを継承した請西藩の真武根陣屋跡 (20)が造られた。

中・近世の調査された遺跡として， 14世紀後半-15世紀前半の墓域が調査された天神前遺跡，池ノ谷2

号塚(7 )などがあげられる。

注1 木更津市 1972 r木更津市史』
2 今泉 潔・新田浩三 2002 r束関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書11一木更津市中越遺
跡、-.1財団法人千葉県文化財センター

3 井上哲朗・豊田秀治・小笠原永隆 2000 r木更津市堀ノ内台遺跡Jr東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵
文化財調査報告書 6.1財団法人千葉県文化財センター

4 井上哲朗・豊田秀治・小笠原永隆 2000 r木更津市金二矢台遺跡、Jr東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵
文化財調査報告書6.1財団法人千葉県文化財センター

5 井上 賢他 1996 r大畑台遺跡群発掘調査報告書I一大畑台遺跡-.1木更津市教育委員会
6 嘗虞嗣史 1997 r大畑台遺跡群発掘調査報告書E一大畑台遺跡-.1木更津市教育委員会
7 松本 勝 1994 r蓮華寺遺跡11.1財団法人君津郡市文化財センター
8 稲葉昭智・嘗虞嗣史・豊巻幸正 1991 r請西遺跡群発掘調査報告書皿一野焼B遺跡・野焼古墳群第2号墳・
鹿島B遺跡・中郷谷遺跡J

9 財団法人君津郡市文化財センター 1996 r千束台遺跡Jr塚原遺跡Jr年報No.13.1
10 今泉 潔・笹生衛 1994 r大畑台遺跡群遺跡発掘事前総合調査報告書銭賦遺跡・小谷遺跡-.1木更津
市教育委員会

11 甲斐博幸 1998 r大畑台遺跡群発掘調査報告書E一小谷遺跡-.1木更津市教育委員会
12 小高幸男 1992 r天神前遺跡発掘調査報告書』財団法人君津郡市文化財センター
13 岡野祐二 1994 r請西遺跡群E一鹿島塚A遺跡-.1財団法人君津郡市文化財センター
14 豊巻幸正 1990 r請西遺跡群発掘調査報告書11-大山台遺跡-.1木更津市教育委員会
15 山形美智子 1994 r請西遺跡群発掘調査報告書V 山伏作遺跡-.1木更津市教育委員会
16 財団法人君津郡市文化財センター 1995 r千束台遺跡Jr年報No.12.1
17 小沢 洋・野口行雄他 1989 r小浜遺跡群E マミヤク遺跡J財団法人君津郡市文化財センター
18 小林理恵 1991 r小浜遺跡群N 俵ヶ谷遺跡J財団法人君津郡市文化財センター
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19 滝口 宏 1981 r上総金鈴塚古墳』
20 小石 誠 1983 r中台遺跡発掘調査報告書』中台遺跡発掘調査委員会
21 甲斐博幸他 2001 r大畑台遺跡群発掘調査報告書V一中台遺跡一』木更津市教育委員会
22 浅野雅則 1983 r峯遺跡発掘調査報告書』峯遺跡発掘調査団
23 松本明子 1997 r池ノ谷2号塚』財団法人君津郡市文化財センター
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第1節旧石器時代

1 概要

第2章山神遺跡

旧石器時代のブロックは 1枚の文化層・ 1か所のブロックを検出することができた。第I文化層は第2

黒色帯上部の石器群と思われる。ナイフ形石器などの利器類は発見されず，剥片や石核が主体であること

から，利器類の製作の場所というよりは，これらの素材となる剥片を生産した場所と思われる。また，石

材はいわゆる嶺岡頁岩が主体を占める。立川ローム層は千葉県南部での標準的な堆積を示しているが， rn 

層が2-3枚に分層される箇所がある。

2 第I文化層第 1ブロック(第6-10図，第1・2表，図版23・24)

調査区の北西側に石器群が分布する。第2黒色帯上部の石器群である。

なお，本文化層の石器群は石材組成が全く異なるが，堀ノ内台遺跡(2 )の第E文化層とほぼ同一の出

土層準である。

出土層位は町層~医層にかけて分布するが，ほほVI層-VII層に集中する。石器の集中は2B-60-70グリ

ッドを中心に南北7m，東西 5mの範囲にまとまる。

出土石器は二次加工剥片 2点，微細剥離痕剥片 1点，剥片38点，石核3点の合計44点である。母岩は黒

曜石1母岩1点， トロトロ安山岩2母岩3点，嶺岡頁岩3母岩40点の合計6母岩44点である。そのうち石

核1点と剥片 1点，石核1点と剥片5点が接合している。これらは同一母岩であるが，相互に接合関係は

ない。

1は嶺岡頁岩の二次加工剥片である。横長剥片を素材として，裏面右側縁に調整加工を施している。 2

は嶺岡頁岩の二次加工剥片である。正面右側面が折断された横長剥片を素材として，裏面下部に右側縁に

調整加工を施している。また，裏面右側縁には微細な剥離痕が見られる。 3は嶺岡頁岩の微細剥離痕剥片

である。打面調整剥片と思われる縦長剥片を素材として，正面右側縁の上部と下部に微細な剥離痕が見ら

れる。 4は嶺岡頁岩の石核である。打面転移を頻繁に繰り返し，若干幅広の縦長剥片を作出している。

5a-fは石核1点と剥片5点の接合資料である。 5aは石核， 5b-fは剥片である。打面転移を頻繁に繰り

返し，若干幅広の縦長剥片を作出している。石材は嶺岡頁岩である。

6a. bは石核1点と剥片 1点の接合資料である。 6aは石核， 6bは剥片である。平坦な打面から横長剥片

を作出している。石材は嶺岡頁岩である。

3 グリッド出土の遺物(第3表)

図示していないが，それぞれの遺構の時期に帰属しない旧石器時代の石器とグリッド出土の石器が3点

出土している。石材は嶺岡頁岩とトロトロ安山岩である。嶺岡頁岩の2点については，第I文化層第1ブ

ロックの嶺岡頁岩 1や嶺岡頁岩2に類似していることからこの時期に帰属するかもしれない。
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第1表第I文化層第 1ブロック石器属性表
挿図

遺物番号 器種 母岩番号
最太長 最大幅 最大厚 重量

打面番号 mm mm mm E 

2A -59-1 相l片 黒曜石 II 29.96 29.05 10.61 4.50 L 

l 2A -69-1 次加工剥片 嶺岡頁岩 2 I 48.31 65.31 17.30 51.94 10(5) 

2A-69-2 剥片 嶺岡頁岩 II 35.41 31.89 10.07 7.15 I 

2A -79ーI 相l片 嶺岡頁岩 I I 27.84 16.86 7.48 2.30 
2B-50-1 剥片 嶺岡頁岩 2 I 54.15 32.72 10.53 12.27 
2B-50-2 剥片 嶺岡頁岩 2 I 13.93 12.71 2.56 0.34 2 
2B-50-3 剥片 トロ卜ロ安山岩 1 16.88 12.41 4.85 0.87 

2B-60-1 剥片 卜ロトロ安山岩 l 10.63 15.88 5.69 0.91 I 

2B-60-2 剥片 嶺岡頁岩 1 I 71.16 47.39 24.75 57.86 

5a 2B-60-3 .fi核 嶺岡頁岩 1 I 46.77 55.52 37.72 96.28 

2B-6O-4 剥片 嶺岡頁岩 II 38.64 33.61 15.98 14.35 I 

2B-60-5 剥片 嶺岡頁岩 2 I 40.40 34.34 9.22 10.44 I 

6a 2B-60-6 石核 嶺岡頁岩 1 I 39.67 66.74 43.17 83.24 
2B-6O-7-1 剥片 嶺岡頁岩 I I 36.40 29.99 5.9号 6.72 l 

2B-6Oー7-2 剥片 嶺附頁岩 1 I 12.21 12.28 2.94 0.24 

2B 刷0-8 剥片 嶺岡頁岩 I I 17.60 26.68 6.15 2.32 
2B-60-9 剥片 嶺岡頁岩 I I 17.01 11.72 4.37 0.51 

2B-60-1O 剥片 嶺岡頁岩 II 19.88 14.18 7.39 1.57 

5f 2B-6O-11 剥片 嶺岡頁岩 1 I 37.95 34.79 29口6 22.35 

5b 2B-60-12-1 剥片 嶺岡頁岩 I I 60.02 35.17 11.53 17.40 P 

5d 2Bω12-2 制片 嶺岡頁岩 II 19.21 12.70 6.29 1.45 

2B一副0ー12-3 剥片 嶺岡頁岩 I I 13.81 19.03 5.71 1.11 L 

2B-6O-13 剥片 嶺同頁岩 1 I 28.95 19.52 6.44 3.12 

6b 2B一副口一14 制片 嶺岡頁岩 I I 50.79 44.34 24.80 38.73 C 

2B-6O-15 剥片 嶺岡頁岩 I I 13.61 31.22 4.27 1.30 L 

2B-60-16 朝l片 嶺岡頁岩 1 I 24.38 29.04 6.53 3.16 I 

2B-70ーl 剥片 嶺岡頁岩 II 38.98 28.69 14.39 10.09 I 

2B-70-2 剥片 嶺岡頁岩 1 I 11.94 16.44 3.17 0.39 

2B-70-3 剥片 嶺岡頁岩 II 11.75 14.45 4.21 0.54 I 

2B-70-4 剥片 嶺岡頁岩 I I 51.23 41.66 14.48 22.35 I 

2B-70-5 朝l片 嶺岡頁岩 1 I 24.76 22.57 9.17 3.54 L 

2B-70-6 朝l片 嶺岡頁岩 II 19.53 31.04 4.56 2.55 L 

2B-70ー7 剥片 トロトロ安山岩 2 33.37 33.89 7.53 8.65 1 

2B-70-8 剥片 嶺岡頁岩 I I 21.88 35.19 4.79 3.74 

2 2B-70-9 二次加工相l片 嶺岡頁岩 I I 24.58 26.66 11.89 4.49 I 
3 2B-70-1O 微細剥離痕剥片 嶺岡頁岩 3 I 51.20 29.14 10.79 10.10 l 

5c 2B-70ー? 相l片 嶺岡頁計 1 I 21.26 13.51 4.12 1.02 

2B-71-1 相l片 嶺岡頁岩 I I 53.25 59.47 19.13 29.17 C 

2B-71-2 相l片 嶺岡頁岩 1 I 54.14 73.88 26.87 67.21 2 

2B-71-3 組l片 嶺問貞岩 1 I 32.20 25.19 5.20 2.56 

5e 2B-71-4 剥片 嶺岡頁岩 II 39.94 30.58 14.82 13.80 l 

4 2B-71-5 石核 嶺岡頁岩 3 I 37.85 46.21 48.54 109.39 

2B-80-1 剥片 嶺岡頁岩 1 I 25.64 19.52 4.71 1.48 l 

l1il-81ーI 剥片 嶺岡貞岩 I I 40.49 37.17 11.91 12.65 1 

第2表第I文化層第 1ブロック石器組成表

母岩名 一次加工剥片 微細剥離痕剥片 剥片・砕片

黒曜石 1 

トロトロ安山岩 I

トロトロ安山岩 2

嶺岡頁岩 I 1 

嶺岡頁岩 2 1 

嶺岡頁岩 3 1 

小計 2 1 

第3表 グリッド出土旧石器時代石器属性表

母岩番号

嶺岡頁岩

トロトロ安山岩

嶺岡頁岩

1 

2 

31 

3 

38 
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打角
制l離角

114 

118 

118 

98 

124 

126 

84-日4

134 

136 

74-88 

88 

122 

94 

104 

134 

126 

120 

138 

118 

100 

122 

90 

134 

122 

88-108 

98 

120 

石核

2 

I 

3 

背面構成
末端
調整角

形状

I 5 

I+m+v S 62-78 

1 +皿 +V H 

1 +皿 5 

1 +皿 +N 。
I H 

1 + m H 

1 + n +田 S 

1 + n +皿+N+V S 

1 +皿+町 。
I+m+v H 

皿+町 H 

1 +田

I+m+v 5 

1 +皿 H 

n +皿 F 

1 +匝+N

I+N+V H 

I+m+v H 

1 +皿 5 

I+m 。
I+m+N 
I s 
I+m S 
I+m+町 H 

1 +匝 H 

皿+N F 

1 +皿 日

1 +皿+町 H 

I+N+V 
皿 。
N+V F 

1 +田 H 

1 +目+皿 +v H 

町

I+m 5 

I+n+m+v 。
1 +皿 F 

I+m+町 。
1 +皿 H 

I+m s 

計 点数比

l 2.27% 

2 4.55% 

l 2.27% 

34 77.27% 

4 9.09% 

2 4.55% 

44 100.00% 

背面構成

n+田+N
I+m 

0+田

使用痕
折れ 欠損 備考

被熱痕

日

5b-fと接合

6bと接合

H 

B 

B 

VM 5a-eと接合

5a， c-fと
接合

B 5a-c， e， f 
と接合

B 

H 6aと接合

日

B 

N 

N 

VM 5a， b， d-
fと接合

B 

5a-d， fと
接合

総重量 重量比

4.50 0.60% 

1.78 0.24% 

8.65 1.15% 

542.50 72.15% 

74.99 9.97% 

119.49 15.89% 

751.91 100.00% 



第2節縄文時代

本遺跡からは，縄文時代の遺構は検出されず，確認トレンチから出土した縄文土器と石器のみである。

縄文土器(第11図，図版25)

縄文土器は，早期前葉の撚糸文系土器と前期後葉の土器が検出された。いずれも確認調査時のトレンチ

から出土したものである。検出された土器の量は，撚糸文系土器が総数92点，総重量1450g，前期は22点，457

gである。

第1群土器撚糸文系土器

1-29は縄文時代早期前葉の撚糸文系土器に比定される。山神遺跡の資料は，撚糸文系土器の中葉に位

置付けられる夏島式から稲荷台式に属するものと見られる。いずれも胎土には径2mm-4 mm程度の喋や白

色の粒子が含まれ，焼成は良好である。

1-13は，口縁部破片で， 1-7が外面に撚糸文が施されている土器である。いずれも rの撚糸文が施

されている。 1は，口唇部が外反し，口唇部直下から撚糸文が施される例である。口唇部上端には斜位の

刻みが施されている。 2も同様に口唇部直下から撚糸文が施されている破片で，上端が平坦に調整されて

いる。小破片につき，形態は不明である。1， 2はともに色調が暗褐色である。 3は口唇部から撚糸文が

施され，口唇部上端は丸みを帯びている。口唇部に見られる刻み状のものは，後世の傷である。色調は赤

褐色である。 1-3は，口唇部が外反することや，撚糸文が密に施されることから，夏島式に比定される

ものと考えられる。

4， 5は，口唇部が肥厚しながら外反する破片である。外面にはまばらな撚糸文が施されており，内外

面ともに丁寧に磨かれている。色調は明るい褐色で，焼成は良好である。 6は口唇部が外反するが，肥厚

しない破片である。色調，焼成とも 4，5に類似する。 7は口唇部が薄くなる破片で，若干外反する。色

調は赤褐色である。 4-6は口唇部が肥厚し，外反する様子から，夏島式であると考えられる。 7は夏島

式から稲荷台式に属するものと考えられる。

8は，直立する口縁部破片で，外面に rの撚糸文が施されている。拓影では確認できるが，肉眼では明

瞭ではない。 9，10も直立する口縁部を持つが，無文の破片である。内外面ともに丁寧な磨きが見られる。

11は小型の個体である。 8は灰褐色に黒斑が見られ， 9， 10は明るい褐色である。これらの土器は，稲荷

台式に属するものであろう。

11-13は外面に縄文が施されている例である。口唇部はやや肥厚している。縄文を施した後に口唇部上

端にナデ調整を行っている。 13は，ナデが口唇部前面にまで及んでいる。 11は補修孔がみられ，色調は明

るい赤褐色である。原体はLRである。 12，13の色調は暗い赤褐色で， RLの原体を用いている。いずれも

胎土に径4mm程度の磯と白色の粒子を含み，焼成は良好である。

14-28は胴部破片である。 14-24は撚糸文が施される例である。原体は， 15， 22-24は1，他は rであ

る。色調は14-18，21， 23， 24は赤褐色， 19， 20， 22はやや明るい褐色である。 25-28は，縄文が施され

ている破片で，原体はRLである。 25-27は色調が赤褐色， 28は明るい褐色である。 29は底部付近の破片

である。

第2群縄文時代前期後葉の土器

30-39は縄文時代前期後葉に属する土器であると考えられる。 30-35は，半裁竹管により施文された土

- 16-
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第4表縄文時代石器観察表

出土位置 遺物番号 種類 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重量

挿図番号 備 考
(皿) (皿) (皿) (g) 

T-005 0003 石鍛 黒曜石 33.48 18.83 5.01 2.32 1 

3D-31 0001 石鍛 チャート 22.47 17.12 5.05 1.04 2 

T-001 0006 石斧 砂岩 53.00 42.50 18.00 57.98 3a 
堀ノ内台遺跡 (2)3G-02D一7
と接合

SI06 0003 敵石 砂岩 148.50 99.00 48.60 1076.85 4 

SI44 0001 敵石 砂岩 128.00 64.00 54.20 628.52 5 

SI36 0002 敵石 砂岩 97.50 51.50 27.50 200.67 6 

SI38 0002 敵石 砂岩 99.00 43.50 25.10 153.96 7 

SI39 0007 浮子 軽石 47.50 53.00 28.50 18.21 8 

第 5表縄文時代石器組成表

石鎌 石斧 蔽石，敵石? 浮子 軽石 計

SI06 1 1 2 
(3COO) 1076.85 9.66 1086.51 

SIl7 I 1 
(3B79) 370.20 370.20 

SIl9 
(3C65) 6.76 6.76 

SI22 1 
I 

2 
(3C97) 552.37 552.37 

SI25 1 1 
(3B72) 9.90 9.90 

SI36 2 1 3 
(3C15) 659.80 9.13 668.93 

SI38 1 
(3D21) 153.96 153.96 

SI39 1 1 2 
(2C75) 18.21 5.9 24.11 

SI40 I 1 
(3C59) 3.84 3.84 

SI42 1 l 
(3C37) 13.86 13.86 

SI44 1 I 
(3C34) 628.52 628.52 

SB01 l I 

(3B54) 6.78 6.78 

3B55 
1 
52.45 52.45 

3D31 
I 
1.05 1.05 

Tl 
1 l 

57.98 57.98 

T5 
l 1 

2.32 2.32 

不明
1 

5.13 5.13 

計
2 1 8 10 22 

3.37 57.98 3494.15 18.21 70.96 3644.67 
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第6表縄文時代磯組成表
砂利} チャート 流紋岩 安山岩 ホルンフェルス その他

計
A 日 C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D 

S103 I I 

(2B59) 123 123 

S104 l 1 1 3 

(2C72) 110 104 379 593 

SI06 I l 

(3COO) 4 4 

S107 4 2 1 7 

(3C21) 71 9 7 87 

S108 l l 2 

(3B38) 65 18 83 

5109 7 8 

(3B36) 10 43 53 

5110 I I 2 

(3B24) 22 68 90 

5111 I l 

(3B44) 13 13 

5113 I l 

(3A68) 6 6 

5114 l I l 3 

(4B32) 4 5 63 72 

5115 2 l 4 

(4BI7) 17 8 341 366 

5117 4 9 6 5 3 I 5 34 

(3B79) 54 51 102 19 69 21 35 42 393 

5119 I 3 

(3C65) 7 142 30 179 

5120 l l 2 7 l l 4 5 3 4 30 
(4C05) 14 10 2 62 16 8 29 22 8 48 175 394 

5121 I 

(3AI9) 29 29 

SI22 l l 2 

(3C97) 35 3 38 

5124 l I 

(4B44) 3 3 

5124etc 2 I 1 4 

(3B72) 16 10 7 33 

SI25 l I I 3 

(3B72) 70 158 282 510 

5127 I I 

(2C65) 6 6 

5129 1 I 

(3D31) 199 199 

5131 1 

(2C76) 79 79 

5133 2 5 3 2 I 14 

(3C56) 35 58 32 9 17 2 153 

SI34 I 2 l 4 

(3C54) 2 368 203 573 

SI35 I 2 4 6 I I 3 19 

(3C33) 17 141 25 60 6 11 19 26 305 

SI36 l I 2 

(3CI5) 320 12 332 

SI37 2 I I l l 8 

(3C56) 9 19 9 5 319 21 69 451 

SI39 l l 

(2C75) 6 6 

SI40 2 l 3 

(3C59) 62 464 526 

5142 l 2 2 l I I 8 

(3C37) 27 148 7 7 3 2 194 

5144 I 1 

(3C34) 54 54 

SI45 I I 2 

(2C76) 415 1000 1415 

SI48 l 

(3A09) 159 159 

SI50 l I 2 

(3AI4) 348 60 408 

SI51 I I 

目型) 231 231 
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砂岩 チャート 流紋岩 安山岩 ホルンフェルス その他
ilt A 日 C D A 日 C D A 日 C D A B C D A 日 C D A B C D 

5153 2 2 
(3A201 159 159 

5154 3 2 6 
(2A38) 320 245 337 902 

5B02 I 
(3B731 9 9 

5B05 l I 
(3C39) 494 494 

5K06 I 
(3BI8) 188 188 

5K09 I I 
(2B98) 50 50 

5Kll 2 I 5 

(3A171 15 12 8 21 56 

2B05 I I 

93 93 

3B05 10 14 I 23 15 2 3 I 70 

156 298 15 365 355 17 29 22 4 I 1261 

3B50 1 3 5 

370 523 25 918 

3B55 3 5 

90 21 73 184 

4BOO I l 

43 43 

4B05 I 

185 185 

2C45 1 l 

11 11 

2C5O I 2 

8 23 31 

2C54 l 1 

52 52 

2C55 3 I 4 

7 14 21 

3C79 l l 

232 232 

3D41 I l 

226 226 

3D50 2 2 

487 487 

3D72 1 1 

376 376 

4D30 l I 

247 247 

Tl 7 15 25 4 6 19 76 4 4 8 17 l I 187 

234 698 1048 157 164 666 1340 189 86 427 782 44 34 I 5869 

T2 I I l 3 l 7 

115 35 60 148 7 365 

T3 2 3 8 4 50 I 3 4 7 l 83 

76 76 270 103 1076 107 67 199 363 13 2350 

T4 I 2 2 l I 2 I 10 

11 54 56 23 71 94 66 375 

T5 15 6 17 14 19 13 30 4 10 2 7 1 8 146 

513 554 793 1169 877 316 684 276 551 198 32:号 88 136 6480 

T6 l l 2 5 

20 60 70 36 186 

計
3 35 52 107 19 29 126 2口口 11 20 36 49 。2 l 。。。 l 3 。2 8 28 732 
208 1431 3053 4684 1342 1309 4794 4798 959 1103 2491 1799 。51 159 。。。44 114 o 387 753 531 3口日10

Aは焼成訓練， Bは焼成破損磯， cは自然様(無焼成完形磯)， 0は破損磯(無焼成破損磯)
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器で， 30-34には半蔵竹管を用いた沈線文が施され， 35には爪形文が見られる。内面はいずれも丁寧に磨

かれている。色調は， 30-34は濃い灰褐色， 35は外面が暗褐色である。 30-34は，胎土は轍密だが， 35に

は径2mmほどの喋が含まれる。いずれも焼成は良好で、ある。 30-34は諸磯a式， 35は諸磯b式に属するも

のと見られる。

36-39は，外面に縄文が施される破片である。色調はいずれも灰褐色で，内面は丁寧に磨かれている。焼

成は良好である。諸磯式を含めた，縄文前期後葉に属する土器であると考えられる。

石器(第12図，第4-6表，図版26)

それぞれの遺構の時期に帰属しない縄文時代の石器とグリッド出土の縄文時代の石器を図示した。全体

では石鎌2点，石斧 1点，敵石・敵石?8点，浮子 1点，軽石9点が出土している。また，多くの喋が出

土している。

1はT-005から出土した黒曜石の石鍛である。側縁上部の調整痕は裏面に集中し，側縁中部から下部に

かけては正面に集中する。両脚部が欠損している。 2は3D-31から出土したチャートの石鍛である。側縁

の調整痕は両面とも右側縁に集中し，基部は正面側に集中する。右脚部の一部が欠損している。 3aはT-

001から出土した砂岩の石斧である。欠損品であるが，隣接する堀ノ内台遺跡(2 )の3G-02グリッド出

土の3bと接合する。両側縁中央付近の両面に調整加工が施され，刃部が片面のみ研磨されている。破損後

も何らかの石器に再加工しようとしたのであろうか，折断面からの剥離痕が見られる。 4はSI006から出

土した砂岩の敵石である。周辺に弱い敵打痕が見られる。両面中央に比較的浅い凹みが見られる。焼けた

離を転用したものと思われる。あるいは周辺の敵打痕は表面の剥落したものかもしれない。左半部を欠損

する。 5はSI044から出土した砂岩の敵石である。裏面上部と右側縁の一部に新しい剥落の痕跡が見られ

る。両端，両面と周辺の一部に弱い敵打痕が見られる。若干，赤色化している箇所やスス状の付着物のた

めか黒色化している箇所も見られることから，焼けた礁を転用している可能性もある。 6はSI036から出

土した砂岩の敵石である。上部を除く周辺と下部に敵打痕が見られる。若干赤色化している箇所が見られ

ることから，焼けた礁を転用している可能性もある。 7はSI038から出土した砂岩の敵石である。下部が

欠損しているが，頭部の一部と周辺に剥落したような敵打痕が見られる。 8はSI039から出土した軽石の

浮子である。下部が欠損している。

第3節弥生時代~古墳時代

1 竪穴住居跡

SI01 (第14図，図版3) 

調査区北側に位置する。掘り込みは浅く，遺存はあまり良くない。平面形は隅丸方形を呈する。床面は

ほぼ平坦で、あるが，周辺がやや低くなる。周辺部以外は良好に硬化している。柱穴は確認されなかった。

炉は主軸方向に沿って， 2か所で検出された。西側の炉は掘り込みが浅いが，よく焼けて硬化している。

東側は掘り込みが深く，西側の壁を中心によく焼け，硬化していた。床面直上に炭化材が検出されている

ことから，焼失住居と考えられる。

出土遺物は少なく，小片のみで図示できなかった。

- 22 
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SI02 (第14図)

調査区ほぼ中央に位置する。遺存状況は不良で，わずかに掘り込みを確認したのみである。平面形は隅

丸方形と推定される。床面の遺存も一部のみで，硬化面が確認される。柱穴は検出されなかった。炉は北

西側に位置しているが，掘り込みはなかった。床面に炭化粒が見られることから，焼失住居と考えられる。

遺物の出土はなかった。

SI03 (第14図，図版3) 

調査区北側の斜面部上端に位置する。そのため，東側部分が流失して不明である。平面形は隅丸方形で，遺

存している床面はハードローム主体の土で貼られ，良好に踏み固められている。柱穴は検出されなかった。

炉は主軸上北側にやや浅く掘り込まれ，西側の壁が良く焼けて硬化している。

図示できるような遺物の出土はなかった。

SI04 (第15図，図版3) 

調査区北側に位置する。遺存は良好で，平面形はやや不整な隅丸方形を呈する。壁・床面とも良好であ

り，特に床面中央部分がハードロームブロックを主体とした土で堅く踏み固められている。柱穴は検出さ

れなかった。炉は北西側に寄った位置に設けられる。掘り込みは浅いものの，良く焼けて全体に硬化して

いる。床面上に焼土粒と炭化材が確認されていることから，本住居跡は焼失住居と考えられる。

遺物の出土は少なく，図示できるものはなかった。

SI05 (第14図，図版4・27)

調査区北側に位置し， SI39に北東隅を切られる。掘り込みが浅く，遺存状況は不良で，特に東側半分は

床面まで消失している。平面形は，東側が残っていないものの，隅丸方形と推定される。床面は凹凸があ

り，踏み固めた痕跡は認められなかった。柱穴・炉は検出されなかった。

遺物は，中央よりやや南西側に寄った位置で集中して出土した。 1は高杯の杯部で，内外面とも赤彩さ

れる。 2~5 は増で， 4の口縁部内外面が赤彩される。 2. 3の底部は小さくやや上げ底を呈する。 6・

7は棄で， 6はやや小型である。口縁部はくの字状に聞き，折り返しが認められる。

SI06 (第15図，図版4・27)

調査区中央付近に位置し， SB10により床面を， SK02により北側コーナ一部を切られる。全体に掘り込

みが浅く，特に南側の壁は残っていなかった。平面形はやや不整な隅丸方形を呈する。床面は平坦で、，ハ

ードロームブロックと黒色土で壁際を除き良好に踏み固められていた。柱穴は確認されなかったが，北東

壁側にピットが検出された。壁外に向けて斜めに掘り込まれていることから，出入り口に伴う梯子ピット

と思われる。炉は主軸上の南西側に寄った位置に設けられる。長楕円形を呈し，掘り込みは浅い。良好に

焼けているが，底面の硬化はみられなかった。床面上には，炭化材と焼土粒が多量に遺存していたことか

ら，焼失住居と考えられる。

遺物の出土は少ないが， 1の聾が炉の直上から倒位で検出された。口唇部付近を欠くもののほぼ完形で

ある。全体に丁寧な作りで外面全体に細かいヘラミガキが施される。内面は全体に煤が付着している。
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SI07 (第15図，図版5・27)

調査区中央付近に位置し， SB08に切られる。平面形はやや不整な隅丸方形を呈する。床面はほぼ平坦で，

ハードロームブロックと黒色土プロックで貼り床されているが，踏み固めは弱く，炉の周辺が硬化してい

るのみである。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上から外れた北西壁側に設けられる。良く焼けて硬化

しているが，掘り込みは浅い。床面よりやや浮いた状態で焼土プロックが検出されていることから，本住

居廃棄後に焼いたものと，思われる。

遺物の出土は少ないが，鉢と蓋が1点ずつ出土した。 1は鉢で，ほぼ完形である。内外面とも丁寧なヘ

ラミガキが施されるが，二次焼成により器面が荒れている。 2は聾で，全体にやや査んでいる。二次焼成

を受けているため特に内面は調整が不明瞭であるが，細かいヘラミガキが施される。口縁部下端には，縄

文原体の押圧が加えられる。

SI08 (第15図，図版5・27)

調査区中央に位置する。 SI17により南側壁を若干切られる。平面形はやや不整な方形を呈する。床面は

中央がやや高くなっているもののほほ平坦で，ハードロームプロック主体の土で貼り床され，全体に良好

に硬化している。柱穴は検出されなかったが，南側壁の東コーナ一部に近い位置に出入り口ピットが確認

された。ピットの周囲が，床面より 2-5cmの高きで土提状に巡っている。床面からの深さは15cmを測る。

炉は床面中央よりやや北側に位置する。掘り込みは5cm程度で，良く焼け，底面全体が堅くしまっている。

遺物の出土は少なく， 1の鉢が覆土中より 1点確認されたのみである。全体に歪みがあり，粗い作りで

ある。口縁部は短く外反し，輪積み痕が明瞭に観察される。

SI10 (第16図，図版5)

調査区中央よりやや東側に位置する大形の住居跡である。 SI09により南東コーナー，SB07により西側を

切られる。掘り込みは全体に浅く，特に南側は壁の立ち上がりが確認されなかった。平面形はやや隅の丸

い方形を呈すると思われる。床面は，壁際を除き全体に良好に踏み固められている。柱穴は対角線上に4

本配置されるようであるが， P4はSB07の柱穴により切られている。 P3のみ深さ14cmと浅くなっている。

炉は主軸線上北側に設けられる。深さ 5cmほどの掘り込みで，良く焼け，全体に硬化している。

遺物の出土は少ないが，炉の北側より 1の聾が検出された。遺存は不良であるが，丁寧にヘラミガキさ

れている。

SI11 (第16図，図版6) 

SI10の南側に隣接する小形の住居跡で， SB01により切られる。掘り込みはきわめて浅く，壁の遺存は部

分的である。平面形は間丸方形を呈すると思われる。床面の踏み固めは良好ではないが，中央付近が比較

的硬化している。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上北側に位置している。掘り込みはきわめて浅いも

のの良く焼けている。

遺物の出土はほとんどなかった。
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SI12 (第17図，図版6) 

調査区南西側に位置する大形の住居跡である。 SI23・25を切り SI24に切られる。南側が緩い斜面上に

あり，さらに新しい住居跡により削平されているため，南側の掘り込みが確認されなかった。平面形はや

や隅の丸い正方形を呈し，残存部分の床面はあまり踏み固められていない。柱穴は対角線上に 4本配置さ

れると思われるが，南西側の柱穴はSI24に切られているため検出されなかった。炉は主軸上北側に掘り込

まれる。楕円形を呈し，掘り込みも深く良く焼けている。

遺物の出土は少なかったが，北東コーナー付近に 1の聾が検出された。内外面とも丁寧にヘラミガキさ

れ，上端部に輪積み痕が残っている。

SI13 (第16図，図版6・27)

調査区西側に位置する。南斜面に近いため，壁が確認されなかったり，撹乱が北側や中央部分に及んで

いるため，遺存状況は不良である。平面形は，隅丸長方形と推定される。床面は，中央部分が特に良好に

踏み固められている。柱穴は確認されなかった。炉は主軸上北側に設けられる。掘り込みが浅く，焼土の

堆積も少ない。床面上には，焼土粒や炭化材が遺存しており，廃棄後焼いたものと推定される。

出土遺物は南側の床面上から比較的多く検出された。 1は査の口縁部片で，単節の細かい縄文が羽状に

施され，隆帯が縦位に貼り付けられる。 3. 4は手担ね土器で，完形品である。

SI15 (第16図，図版7・27)

調査区南端に位置する。斜面肩部に位置するため，南側は流失している。また， SB03に南側を切られる。

平面形はやや不整な隅丸方形を呈する。床面は，南側が失われているものの，壁際を除き良好に踏み固め

られている。柱穴は確認されなかった。炉は主軸上の北西壁際に設けられる。長楕円形で比較的大きく，

焼けて全体に硬化している。床面上には，炭化材や焼土ブロックが多く遺存していることから，焼失した

ものと考えられる。

出土遺物は少ないが， 1の手控ね土器は北東コーナー， 2の鉢は炉の西側の床面上から検出された。 2

は器肉が厚く，外面が丁寧にヘラミガキされる。

SI18 (第18図，図版7)

調査区中央南側に位置する。西側をSI17に切られ，東側は斜面に近いため大半が床面まで流失していた。

壁の遺存がほとんどないものの，隅丸方形の平面形を呈すると推定される。床面は西側しか確認されてい

ないが，比較的良好である。柱穴は検出されなかった。炉は南西側に設けられ，掘り込みは浅いものの，

良く焼けている。焼士ブロックが壁際の床面上で確認された。

出土遺物はほとんと守なかった。

SI19 (第18図，図版7) 

調査区中央やや東側に位置する。 SI34・37に北側の覆土及び壁を切られる。平面形は，やや不整な隅丸

方形を呈する。床面はほぼ平坦で，中央部分が良好に踏み固められている。柱穴は，対角線上に4本配置

される。いずれも小規模であるが，掘り込みはしっかりしている。南壁の東側に寄った位置に出入り口に
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伴うピットが掘り込まれている。ピットの周囲には， 2~3cmほどの低い土提が巡っている。炉は主軸上

北側に設けられる。掘り込みは浅いが，良く焼けて硬化している。床面上には，焼土の堆積がほぼ全面に

みられ，炭化材も遺存している。いずれも床面よりやや浮いており，廃棄後に人為的に焼いたものと思わ

れる。

図示できるような遺物の出土はなかった。

SI21 (第18図，図版8) 

調査区西側に位置し， SI53・55を切っている。遺構同士の重複が激しく，全体に掘り込みも浅いため，

壁の遺存は部分的である。平面形は，やや隅の丸い方形を呈する。床面の遺存も良好ではないが，部分的

に踏み固めが観察される。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上から外れた南壁に寄った位置に設けられ

る。 SI53の覆土中に掘り込まれているため，詳細は不明である。床面上には焼士ブロックの堆積が見られ

る。炭化材がほとんどないことから，廃棄後に人為的に焼いたものと思われる。

遺物の出土はほとんどないが， 1の砥石が覆土中より出土している。

SI22 (第18図，図版8) 

調査区南側の南斜面肩部に位置する。西壁の一部が撹乱により若干削平される。平面形は，やや隅の丸

い方形を呈する。床面はほぼ平坦で，ロームブロックを主体とした土で貼り床され，特に中央部分が良好

に踏み固められている。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上北側に設けられる。掘り込みは 3cmほどと

浅いが，良く焼けて全体に硬化している。

遺物の出土は少なかったが，覆土中より 1の蓋が検出された。

SI23 (第17図，図版8) 

調査区南西側の南西側に傾斜する斜面肩部に位置し， SI12・24に覆土を切られる。平面形はほぼ正方形

を呈し，床面はほぼ平坦である。柱穴は，対角線上のやや中央に寄った位置に 4本配置される。炉は遺構

の重複が激しく，確認できなかった。

図示できるような遺物の出土はなかった。

SI24 (第四図，図版9・27)

調査区南西側の南西に傾斜する斜面肩部に位置する。重複する遺構群の中では最も新しく構築された住

居跡であるが， SI25の覆土中に掘り込まれているため，壁の検出は困難であった。床面の硬化している範

聞から，規模を推定した。これによると，平面形は正方形を呈し，きわめて小形となる。柱穴は確認され

なかったが，炉が主軸上北側に寄った位置に設けられる。掘り込みは浅いが，焼士ブロックの堆積が厚く，か

なり使用されている。

遺物の出土は多くないが， 1 ~ 3の土器が覆土中より検出された。 1は複合口縁で，口縁部下端にヘラ

状工具による刻みが施される。 2は高杯の脚部で，外面に赤彩が加えられる。 3は手担ね土器である。
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S125 (第19図)

調査区南西側の南西に傾斜する斜面肩部に位置する。重複する遺構群の中では最も古く構築された住居

跡であるが，掘り込みが深いため全体のプランは確認できた。平面形は，全体に丸みを持った隅丸方形を

呈する。床面は平坦で、，全体に良く踏み固められている。柱穴は確認されなかったが，炉が主軸上北側に

掘り込まれる。南側半分に粘土が薄く貼られているが，焼土が粘土下から検出されていることから，使用

中に何らかの理由で粘土が貼られたものと思われる。床面よりやや浮いた状態で南東コーナーから焼土ブ

ロックが検出された。

遺物の出土は少なかったが， 1の壷の口縁部が覆土中より検出された。

S127 (第19図，図版9) 

調査区北東側に位置し， S131・39・45に大半を切られている。重複する住居跡群の中では，最も古く構

築されている。平面形は隅丸方形と推定され，床面は，現存している部分では壁際を除き良好に踏み固め

られている。柱穴・炉は現存範囲内で検出されなかった。

遺物の出土は少なかったが， 1 . 2が覆土中より検出された。 1は壷の口縁部で，折り返し口縁となる。

内外面とも赤彩が施される。 2は台付斐の脚台部と思われる。

S128 (第20図，図版9・27)

調査区東側に位置するが，北東側に傾斜する斜面肩部に構築されるため，北東側の壁及び床面は不明で

ある。全体に掘り込みが浅く，平面形はほぼ正方形を呈する。床面はほぼ平坦で，壁際を除き良好に踏み

固められている。黒色土粒を主体とした土で貼り床される。柱穴は検出されなかったが，炉が主軸上北側

に掘り込まれる。掘り込みは深く，良く焼けている。床面直上に焼土粒や炭化材が確認されていることか

ら，本住居は焼失したものと思われる。

遺物は，本遺跡の中では比較的多く出土している。多くが南コーナー付近の覆土中からの出土である。

1は柑で，底部が若干上げ底となる。 2は壷の口縁部， 3・4は聾で，いずれもやや上げ底となる。 4の

底部外面には，成形時の圧痕が残っている。

S129 (第20図，図版21・28)

調査区東側に位置し，北東側に傾斜する斜面肩部に構築されるため，北東側の壁は不明である。 S138と

重複するが， S138の覆土中に床面が形成されており，本住居の方が新しい。平面形は，やや横長の方形を

呈し，床面は黒色土ブロックを主体とした土で貼られている。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上北側

に寄った位置に掘り込まれている。掘り込みは浅いものの，良く焼けて底面が硬化している。床面には，

焼土ブロック及び炭化材が分布しており，廃棄後に焼失したものと思われる。

壁際の床面からやや浮いた状態で， 1 . 2の増と 3の鉢が出土している。 3の口縁部外面には，ヘラ状

工具による縦位の刻みが施される。 4の管玉は，床面中央やや南側の覆土中から出土している。長さ15.6

mm，径4.7mm，最大孔径2.1mm，重さ0.57gを測る。片側穿孔である。
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S130 (第21図)

調査区南側に位置するが，南斜面付近に掘り込まれているため，壁の遺存は一部のみで，床面の範囲を

検出したのみである。平面形は楕円形状を呈し，床面の硬化面は中央部に若干認められるのみで，全体に

軟質である。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上南側に位置する。掘り込みは浅いものの，良く焼けて

いる。

図示できる遺物の出土はなかった。

S131 (第21図，図版10・28)

調査区北東側に位置し， S132に切られ， S145を切る。東側に傾斜する緩斜面上に掘り込まれるため，東

側の壁や床面は流失している。平面形はほぼ正方形を測り，床面は，黒色士ブロックを主体とした士で貼

られ，中央付近が良く踏み固められている。柱穴は検出されなかったが，南西コーナ一部にピットが1基

掘り込まれている。近くに土器の集中が見られることから，貯蔵穴となる可能性が考えられる。炉は，主

軸上北側に寄った位置に設けられるが，撹乱が激しく，良く焼けた底面を確認したのみである。床面直上

に炭化材と焼土ブロックが分布していることから，本住居は焼失したものと思われる。

遺物は，貯蔵穴と思われるピットの西側，壁沿いの床面上で集中して出土したo 1 ~ 5は聾で，口縁部

がくの字状に屈曲するタイプである。最大径を胴部中央かやや下位に持ち，底部がやや上げ底となる。 6

は柑の完形品， 7は高杯の脚部であろう。 8・9は手控ね土器である。 10は砥石で，現存長6.9cm，重さ74

gを測る。

S134 (第22図，図版11・28)

調査区南東側に位置し， S135・37に切られ， SI19を切る。平面形はほぼ正方形を呈し，床面はハードロ

ームブロックと黒色土ブロックを混ぜた土で貼り床され，柱穴聞が良好に踏み固められている。柱穴は，

ほぼ対角線上に 4本配置される。掘り込みは全体的に深く，しっかりとした掘り形である。南壁のやや東

側に寄った位置に出入り口ピットが設けられる。外側に向かつて傾斜する痕跡が，覆土中に観察された。

南西コーナ一部に貯蔵穴が掘り込まれる。炉は，主軸線上やや北側に位置する。掘り込みの深さは 4cmほ

どで，底面は良く焼けている。床面上に，焼土ブロックが多量に遺存しているものの，炭化材が少ないこ

とから，本住居は廃棄後に人為的に焼いたものと思われる。

遺物の出土は多くないが，図示した土器は貯蔵穴付近の床面上から出土している。 1は椀で，底部が小

さく平底となる。 2は胴部上半に最大径を有する聾である。

S136 (第22図，図版11・28)

調査区中央やや東側に位置し， S144を切る。平面形はやや横長の長方形状を呈し，本遺跡の中ではかな

り小規模である。床面はほぼ平坦で，中央付近が良好に踏み固められている。柱穴は検出されなかったが，南

壁側に小ピットが掘り込まれており，その位置より出入り口ピットになると思われる。炉は主軸上北側に

寄った位置に設けられる。掘り込みは浅いものの，良く焼けて底面が硬化している。床面直上に焼土ブロ

ックが広く分布している。炭化材が認められないことから，本住居は，廃棄後に人為的に焼いたものと想

定される。
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遺物は，床面中央付近の覆土中から出土している。 1は，口縁部から頭部にかけて輪積み痕を残す重で

ある。 2は査で，上下2条の沈線聞に 2段の羽状縄文を施している。

SI38 (第22図，図版11)

調査区東側に位置し， SI29に壁を， SB04・09の柱穴に壁と床面の一部を切られる。平面形は，不整な楕

円形状を呈し，確認面からの掘り込みはきわめて浅い。床面はやや凹凸があるもののほぼ平坦で、，中央部

分が良好に踏み固められている。柱穴は検出されなかった。炉は主軸上北側に寄った位置に設けられる。

掘り込みは4cm程度で，被熱はそれほど受けていない状況である。

遺物の出土はほとんと寺なかった。

SI39 (第19図，図版9)

調査区北東側に位置し， SI31・45に切られ， SI27を切る。平面形は，隅丸長方形状を呈し，小形である。

床面は平坦で，壁際を除き良好に踏み固められている。柱穴は検出されなかったが，東壁側中央に，出入

り口に伴う小ピットが確認されている。炉は主軸上西側に設けられる。長楕円形を呈し，床面から 5cmほ

ど掘り込まれている。全体に良く焼けて，底面が硬化している。

遺物は炉の周辺から集中して出土している。 1は査の口頭部で，複合口縁の外側に刻み目をつけた 2条

1単位の棒状浮文が貼り付けられる。 2は妻で，頚部下端に棒状工具による刻みが施される。 3は壷の底

部片であろう。

SI40 (第23図，図版12・28)

調査区東側に位置し， SI42の南東端を切る。平面形は，不整な楕円形状を呈し，掘り込みは比較的深い。

床面はほぼ平坦で，ハードロームブロック主体の土で貼り床され，壁際を除き良好に踏み固められている。

柱穴は検出きれなかった。炉は，主軸上やや西側に寄った位置に設けられる。掘り込みは 6cmほどで，底

面は全体に硬化している。南側床面上に焼土ブロックの堆積が認められ，若干の炭化材も出土しているこ

とから，本住居は廃棄後に焼失したものと思われる。

遺物は，住居中央の覆土中から集中して出土している。 1. 3は壷の口縁部で，折り返し口縁となり，

1の口縁部下端にはヘラ状工具による刻みが施される。 2は椀で，底部が小さく上げ底となる。 4は扇平

な砥石である。

SI41 (第23図，図版12・28)

調査区北東側に位置する。平面形は，やや胴の張った隅丸方形状を呈し，掘り込みは深い。床面は，ハ

ードロームブロックを主体とした土で貼られ，中央部分が良好に踏み固められている。柱穴は検出されな

かったが，南東側壁付近に外傾する掘り形を有するピットが掘り込まれている。出入り口に伴うピットと

思われる。炉は，主軸上のやや西側に寄った位置に設けられる。底面が良く焼け硬化している。

出土遺物は少ないが， 1の無頚査が炉の西側lから検出された。折り返し口縁となり，下端に縄文原体に

よる押捺が施される。 1条の沈線上部には単節縄文を羽状に配している。内外面とも赤彩される。
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SI42 (第23図，図版12・29)

調査区西側に位置し， SI37・40に南側を切られる。平面形は，やや不整な隅丸方形状を呈する。床面は

ほぼ平坦で，黒色士粒を主体とした土で貼り床され，柱穴聞が良好に踏み固められている。柱穴は，ほぽ

対角練上に 4本配置される。北側の 2本は，南側の 2本に比べて掘り形が大きくなっている。炉は，主軸

上北側に寄った位置に設けられる。掘り込みは浅いが，底面は全体に被熱し，硬化している。床面上には，

全体的に焼土ブロックが分布しており，炭化材が確認されないことから，本住居は，廃棄後に人為的に焼

いたものと思われる。覆土は，ローム粒を多く含む単一層で構成されており，埋め戻しの様相が伺える。

遺物は，住居中央よりやや東側に寄った位置に集中して出土した。 1は， くの字状に屈曲する口縁部を

有する蓋で，底部が上げ底となる。 2次焼成により，口縁内面から胴部にかけてd煤の付着が観察される。

2は完形の柑で，胴部外面上半から口縁部内面にかけて赤彩が施される。 3は賓の底部を円形状に欠いた

有孔円盤状を呈する。周縁部が部分的に磨られている。 4は砥石である。

SI43 (第24図，図版13)

調査区東端に位置する。平面形は不整な楕円形状を呈し，掘り込みも浅い。床面はほぼ平坦であるが，

踏み固めはそれほど強くなかった。柱穴や炉などの付帯施設は検出されなかった。床面西側には，焼土ブ

ロックの堆積が認められる。覆土は自然堆積の様相を呈している。

図示できるような遺物の出土はなかった。

SI44 (第24図，図版13)

調査区中央よりやや東側に位置し， SI35に東側， SI36に北側を切られる。平面形は，隅丸長方形状を呈

する。床面は，中央部付近が良好に踏み固められているのみである。柱穴は検出されなかった。炉は，主

軸上やや西側に寄った位置に設けられる。掘り込みは浅く，全体にそれほど火を受けていない状況である。

覆土は，人為的に埋められている。

出土遺物は少ないが， 1の管玉が炉の西側から検出された。長さ23.2mm，径5.3凹，孔径2.4mm，重さ1.0g 

を測る。

SI46 (第24図，図版13)

調査区中央よりやや南側に位置する。本住居は，床面まで削平されており，炉のみを検出したのみで，

平面形は推定である。柱穴も検出されなかった。炉は，推定主軸線上北側に位置し，掘り込みは浅い。

遺物の出土はなかった。

SI47 (第24図，図版14)

調査区西側に位置し， SI21を切っている。 SI48との重複関係は，本住居の床面がSI48の覆土中に形成さ

れることから，本住居の方が新しくなる。平面形は不整な楕円形状を呈し，床面は全体に軟質である。柱

穴や炉などの付帯施設は検出されなかった。覆土はローム粒を含む単一層で構成されており，人為的に埋

め戻したようである。

図示できる遺物の出土はなかった。
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SI48 (第24図，図版14)

調査区西側に位置し， SI47の床面下から検出された。平面形は，やや不整な隅丸方形を呈し，本遺跡、の

中では小形の住居である。床面はほぼ平坦で，炉の周辺と壁際を除き，良好に踏み固められている。柱穴

は検出されなかった。炉は，主軸上北側に設けられる。掘り込みは浅いが，全体的に良く焼け，底面が硬

化している。床面上の壁に沿って，焼土が厚く堆積しており，住居廃棄後に人為的に焼いたものと思われ

る。覆土はローム粒を含む単一層で構成されており，埋め戻しが行われたようである。

遺物は，炉の周辺から出土している。 1は無頚壷で，口唇部と口頚部下端に棒状工具による刻みが施さ

れる。口縁部外面には，単節縄文を羽状に配している。 2は壷である。頚部下端に，上下に 2条のS字状

結節文を配し，内部に単節縄文を充填している。

SI49 (第24図，図版14)

調査区西端に位置し，西に傾斜する斜面の肩部に掘り込まれているため，西側半分が流失している。南

側でSI52を切る。平面形は隅丸方形を呈し，掘り込みは浅い。床面はほぼ平坦であるが，踏み固めはほと

んど認められない。柱穴は検出されなかった。炉は中央やや東側に設けられる。掘り込みは浅く，底面は

良く焼けて硬化している。

図示できる遺物の出土はなかった。

SI50 (第25図，図版15)

調査区西端に位置し，西に傾斜する斜面の肩部に掘り込まれているため，西側が若干流失している。北

側で， SI51を切っている。平面形は，横長の隅丸長方形状を呈し，掘り込みは浅い。床面はほぼ平坦であ

るが，全体的に軟質である。柱穴は検出されなかった。炉は，主軸上北側に設けられる。掘り込みは浅く，

それほど使い込まれた様子はない。覆土は，ローム粒を多く含む単一層で構成されており，人為的に埋め

戻したようである。

図示した遺物は，床面中央の覆土中から出土している。 1は柑で，大きく開く口縁部に，上げ底の小さ

な底部を有する。 2は聾の底部で，やはり上げ底となるo 3は砥石で，線状の擦り痕が数条観察される。

SI51 (第25図，図版15)

調査区西端に位置し，西に傾斜する斜面の肩部に掘り込まれているため，西側が若干流失している。南

側をSI50に切られる。平面形はSI50と同様横長の隅丸長方形状を呈し，掘り込みは浅い。床面はほぼ平坦

であるが，全体的に軟質である。柱穴・炉などの付帯施設は検出されなかった。覆土は，ローム粒・ハー

ドロームブロックを多く含んだ層で構成されており，人為的に埋め戻したようである。

遺物の出土は少なく， 1の蓋が覆土中より検出されたのみである。

SI52 (第24図，図版14)

調査区西側に位置し，西に傾斜する斜面の肩部に掘り込まれているため，大半が流失し，東側が部分的

に遺存しているのみである。 SI49に北側を切られる。平面形は不整形を呈すると推定され，床面は全体的

に軟質である。柱穴・炉は検出されなかった。

- 43-



，
 
，
 

J
 
〆
/
 /
 〆

/
 〆

/
 

④ 

~ 

一子戸二こ三三了

4m 

⑧ 

A 47.7m A' 

や

G 
。(113) 5cm

A' 
] 

、

仁コ
10cm 

SI53 

~ 

10cm 

第25図 SI50・51・53・55

- 44-



SI54 

⑧ h 

c-こフ三ゴ
。 (! 80) 4m 。 (1/4) 10cm 

第26図 SI54

一 !]，，~ ム:Jミ 3(3B55)i

4 (3850) 
一，

7 (T3) 

6 (T4) 

亡コ 口
5 (3D55) 。 (1'2) 5cm 

。 (1 4) 10cm 

第27図 グリッド出土造物

- 45 



図示できる遺物の出土はなかった。

SI53 (第25図，図版15)

調査区西側に位置し.SI21の貼り床下から検出された。平面形は不整な略円形を呈し，床面はほぼ平坦

で，壁際と炉の周辺を除き良好に踏み固められている。柱穴は検出されなかった。炉は，東西に 2か所設

けられる。両者とも 5cmほどの掘り込みで，良く焼けて底面は硬化している。床面直上に，焼士ブロック

が広く分布しており，炭化材がほとんど認められないことから，本住居は，廃棄後に人為的に焼いたもの

と思われる。覆土中に炭化粒及び焼土粒を含んでおり，廃棄後に埋め戻した様相がみられる。

出土遺物は，北東壁沿いに集中している。 1は大形聾で，頚部下端の輪積み痕部分に棒状工具による圧

痕が1条巡らされる。 2は壷の頭部片である。口縁部側に単節縄文を施し，下端に円形刺突を加えた円形

浮文を巡らしているようである。外面に赤彩が施される。 3は土製の勾玉で，長さ33.2凹，幅13.9凹，重さ

7.9 gを測る。

SI54 (第26図，図版15・29)

調査区北西端に位置する。平面形は略円形を呈し，床面はほぼ平坦である。西側に傾斜する斜面肩部に

掘り込まれるため，東側の床面は硬化しているが，西側は軟質となっている。柱穴は検出されなかった。

炉は，主軸上北側に寄った位置に設けられる。掘り込みは浅く，それほど火を受けていない。覆土は自然

堆積の様相を呈する。

遺物は壁際の覆土中から出土している。 1は棄で，口頭部外面に輪積み痕が残り，輪積み部を指頭でナ

デている。 2は増で，口縁部内面から外面にかけて赤彩が施される。 3は鉢である。

SI55 (第25図)

調査区西側に位置するが. SI21・53に大半を切られているため，詳細は不明である。平面形は不整形を

呈するようである。

遺物の出土はなかった。

2 グリッド出土遺物(第27図，図版29)

1は査の口縁部で，折り返し口縁部下端にヘラ状工具による刻みが施される。 2はSI17から出土してい

るが，明らかに時期が異なるため，ここで扱うこととした。胴部外面は，全体にハケ目整形が施され，部

分的にヘラケズリ， ミガキが加えられる。底部外面には木葉痕と籾状の圧痕が観察される。 3は器台の脚

部であろう。外面が赤彩される。 4・5は高杯の脚部で. 5は丁寧にミガキが施され，外面に赤彩が加え

られる。 6. 7は砥石である。

第4節奈良・平安時代

1 竪穴住居跡

SI09 (第28図，図版16)

調査区中央部に位置し.SI10の南東コーナーを切る。南側は，後世の削平が床面まで及んでいるため不
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第7表弥生時代~古墳時代土器観察表

遺構番号 挿図番号
実測

遺物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
番号 (cm) 

口径 14.7 内面 ナデ・ヘラミガキ
第14図1 5 1， 6，11 土師器 高杯 60% 底径 赤褐色 床面 内外面赤彩

器高 [6.3) 外面 ナデ・ヘラナデヘラミガキ

口径 (10.2) 内面 ナデ
第14図2 1，2 士師器 埼 70% 底径 1.5 黄褐色 覆土

器高 5.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 12.8 内面 ナデ・ヘラナデ
第14図3 3 1，7 土師器 柑 80% 底径 (3.0) 樫褐色 床面

器高 7.4 外面 ナデ・ヘラケズリ・ヘラミガキ

口径 (10.9) 内面 ナデ
第14図4 4 土師器 t甘 10% 底径 赤褐色 覆土 内外面赤彩

器高 [4.7) 外面 ナデ

口径 (11.0) 内面 ナデ・ヘラケズリ
第14図5 2 1， 10 土師器 柑 30% 底径 黒褐色 床面

器高 [3.8) 外面 ナデ・ヘラケズ')・ヘラナデ

口径 13.0 内面 ナデヘラナデ
第14凶6 6 18 土師器 費 70% 底径 控褐色 床面

器高 [11.8) 外面 ナデ

口径 14.9 内面 ヘラナデ
第14図7 7 1，4 士師器 廼 25% 底径 褐色 覆土

器高 [17.2) 外面 ナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ

口径 内面 ヘラナデ
5J06 第15図l l l 上師器 護 90% 底径 7.2 援褐色 床面

器高 [21.3) 外面 ナデ・ヘフミガキ

口径 (12.1) 内面 ナデ・ヘラミガキ
5J07 第15図l I 2 土師器 鉢 80% 底径 5.2 樟褐色

器高 7.2 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 内面 ナデ・ヘラナデ
第15図2 2 I 3 土師器 受 60% 底径 6.2 構褐色

器高 [13.9) 外商 へナァ・ヘラナデ・ヘラミガキ

口径 11.8 内面 ナデ・ヘラナデ
5108 第15凶l I 1， 3， 5， 7， 8 土師器 鉢 60% 底径 5.3 黄褐色 覆土

器高 10.7 外面 ナデ・ヘラケズリ・ヘラナデ

口径 内面 ヘラナデ
5110 第16図1 l 1， 7，9 土師器 葱 15% 底径 糧褐色

器高 [11.4) 外面 ヘラナデ・ヘラミガキ

口径 内面 ヘラミガキ

5112 第17図l l 1，2 土師器 喪 20% 底径 櫨褐色 床面

器高 [18.0) 外面 ヘラナデ・ヘラミガキ

口径 内面
5113 第16図l 3 19 弥生土器 壷 5% 底径 樫褐色 床面

器高 外面

口径 内面 ナデ・ヘラナデ
第16図2 5 11 土師器 高杯 5% 底径 黄褐色 床面

器高 [5.4) 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 3.7 内面 ナデ
第16図3 2 14 土師器 手控 100% 底径 黄褐色 床面

器高 3.8 外面 ナデ

口径 3.1 内面 ナデ
第16図4 1 18 七師器 手控 100% 底径 黄褐色 床面

器高 2.9 外面 ナデ

口径 5.4 内面 ナデ
5115 第16図I 3 19 土師器 手控 印日% 底径 4.0 黒褐色 覆土

器高 3.4 外面 ナデ

口径 (13.6) 内面 ナデ
第16図2

10，11， 22， 
上師器 鉢 70% 底径 6.2 黄褐色 床面

25，26 
器高 6.1 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 内面 ヘラナデ
5122 第18図I I 

2，3，4，8，14， 
士師器 愛 30% 底径 8.5 赤褐色 寝土

17 
器高 7.2 外面 ヘラナデ・ヘラミガキ

口径 (21.9) 内面 ナデヘラミガキ
5124 第四図1 3 I 2 弥生土器 宜 10% 底径 黄褐色 覆土

器高 (70) 外面 ナデヘラミガキ

口径 内面 ナデ
第19図2 I I 士師器 高杯 50% 底径 9.6 赤褐色 覆土 外面赤彩

器高 [5.3) 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 3.1 内面 ナデ
第19図3 2 14 上師器 手提 90% 底径 燈褐色 覆土

器高 2.7 外面 ナデ

口径 13.8 内面 ナデ・ヘラミガキ
5125 第19図l l l 土師器 柑 10% 底径 赤褐色 覆土 内外面赤彩

器高 [7.5) 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 (11.7) 内面 ナデ・ヘラミガキ
5127 第四凶I 2 11 士師器 宜 20% 底径 援褐色 覆土 内外面赤彩

器高 [5.9) 外面 ナデ・ヘラミガキ
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遺構番号 挿図書号
実iRlj

遺物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
番号 (cm) 

口径 内面 ナデ・ヘラナデ
S[27 第19図Z l 3.5 土師器 墾 20% 底径

にぷい
覆土

燈褐色
器高 [7.3) 外面 ヘラミガキ

口径 18.8 内面 ナデ・へラナデ
5[28 第20図I 3 1.3 土師器 柑 80% 底径 1.8 燈褐色 覆土

器高 6.2 外面 ナデ・ケズリ・ヘラナデ・ミガキ

口径 (12.8) 内面 ナデ・ヘラミガキ
第20図2 2 14 士師器 土甘 15% 底径 赤褐色 覆土 内外面赤彩

器高 [6.0) 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 16.9 内面 ナデ・ヘラナデ
第20図3 4 

1.2.8.16.17. 
土師器 要 75% 底径 5.6 黒褐色 覆土

18 
器高 19.9 外面 ナデ・ケズリ・ヘラナデ・ミガキ

口径 内面 ヘラナデ
第20図4 1 1，6.8.9 土師器 主題 10% 底径 5.8 赤褐色 覆土

器高 [4.7) 外面 ヘラナデ

口径 14.3 内面 ナデヘラナデ
5129 第20悶I I 土師器 t甘 100% 底径 4.6 黒褐色 磁土

器高 6.0 外面 ナデ・ケズリ ヘフナデ・ミガキ

口径 13.9 内面 ナデヘラナデ
第20図2 2 13 士師器 柑 100% 底径 3.3 黄褐色 覆土

器高 6.9 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 (12.0) 内面 ナデ・ヘラナデ
第20図3 3 15 土師器 鉢 70% 底径 4.3 黄褐色 覆土

器高 9.3 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 [17.1) 内面 ナデ・ヘラナデ
5131 第21図I 5 58 士師器 翌 40% 底径 糧褐色

器高 (17.0) 外面 ナデ・ヘラナデハケ

口径 16.0 内面 ナデ・ヘラナデハケ
第21図2 2 28.31 土師器 斐 ゆ0% 底径 5.5 権褐色

器高 22.0 外面 ナデ・ヘラナデ・ハケ

口径 15.5 内面 ナデ・ヘラナデ
第21図3 3 

1， 31， 32. 58. 
土師器 費 90% 底径 権褐色

65 
器高 20.0 外商 ナデ・ヘラケズリ・ヘラミガキ

口径 17.5 内面 ナデヘラナデ
第21図4 4 30 土師器 盤 100% 底径 5.4 赤褐色

器高 20.1 外面 ナデ・ヘラケズ')・ヘラナデ

口径 13.9 内面 ナデ・ヘラナデ
第21関5 27.29.30 土師器 望主 95% 底径 4.5 赤褐色

器高 6.2 外面 ナデ・ケズリ・ヘラナデ・ミガキ

口径 8.7 内面 ナデ・ハケ
第21図6 6 27 土師器 I甘 100% 底径 2.0 黄褐色

器高 7.0 外面 ナデハケ・ヘラミガキ

口径 内面 ナデ

第21図7 9 20 土師器 高杯 10% 底径 11.8 赤褐色 外面赤彩

器高 [2.5) 外面 ナデ

口径 4.6 内面 ナヂ
第21図8 7 24 士師器 手狸 100% 底径 4.4 黄褐色

器高 2.3 外面 ナデ

口径 4.3 内面 ナデ
第21図9 8 25 土師器 手控 90% 底径 4.0 黄褐色

器高 2.2 外面 ナデ

口径 9.7 内面 ナデ・ハケ
5134 第22図I I 11， 12 土師器 柑 100% 底径 2.9 黄褐色 床面

器高 5.5 外面 ナデ・ハケ・ヘラケズリ

口径 16.7 内面 ナデ・ハケ・ヘラナデ
第22図2 2 10 土師器 愛 100% 底径 5.4 赤褐色 床面

器高 22.4 外面 ナデ・ハケ・ケズリ・ヘラミガキ

口径 19.2 内面 ナデ・ヘラナデ
5136 第22図l l 8.11 土師器 斐 70% 底径 樫褐色 覆土

器高 [14.8) 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 内面 ナデ・ヘラミガキ

第22図2 4 I 弥生土器 軍 20% 底径
にぷい

内外面赤彩
樫褐色

器高 [9.0) 外面 ナデヘラミガキ

口径 内閣 ヘラナデ
第22図3 3 6.11 土師器 費 5% 底径 7.1 権褐色 覆土

器高 [2.3) 外面 ヘラナデ・ヘラミガキ

口径 内面 ナデヘラミガキ

5139 第四図l 3 4.9.10 弥生土器 壷 5% 底径 赤褐色 覆土 内外面赤彩

器高 7.5 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 内面 ヘラナデ
第19図2 2 1.5 弥生土器 'lli 5% 底径 横褐色

器肖 [7.5) 外面 ヘラナデ・ヘフミガキ

口径 内面 ヘラナデ

第19図3 I 6 弥生土器 斐 5% 底径 7.8 櫨褐色

器高 [5.5) 外面 ヘラナデ・ヘラミガキ
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遺構番号 挿図番号
実測

遺物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
番号 (cm) 

口径 18.7 内面 ヘラナデ・ヘラミガキ
SI40 第23図I 5 

3，6，7，8，19， 
弥生上器 官E 30% 底径 糧褐色 覆上 内外面赤彩

20.21，22 
器高 (11.6) 外面 ナデ・ヘラミガキ

口径 13.1 内面 ナデ・へラナデ
第23図Z 4 

13.15.21， 
土師器 柑 70% 底径 3.0 糧褐色 覆土

22 
器高 6.3 外面 ナデ・へフケズリ・ヘラミガキ

口径 (15.2) 内由 ナデ・ヘラナデ
第23図3 I 5 弥生士器 葡 20% 底径 糧褐色 覆土

器商 (6.7) 外面 ナデ・ハケ・ヘラミガキ

口径 (22.5) 内面 ナデ・ヘラナデ
SI41 第23図I l 4 弥生土器 鉢 60% 底径 9.8 権褐色 覆土 内外面赤彩

器商 20.0 外面 ナデ・ヘフナデ

口径 17.8 内面 ナデ・ハケ
SI42 第23図I 3 

5，6，7，8，9，11， 
土師器 費 70% 底径 6.4 権褐色 覆土

13，14 
器高 20.8 外面 ナデ・ハケ

口径 4.9 内面 ナデ・へラナデ・ヘラミガキ
第23図2 l I 土師器 I甘 100% 底径 2.6 赤褐色 覆士 内外面赤彩

器高 7.1 外面 ナデ・ヘフナデ・ヘフミガキ

口{圭 (14.6) 内面 ナデ・ヘラナデ
SI48 第24図I I 2，3 弥生士器 鉢 10% 底径 赤褐色 覆土

器尚 (8.7) 外面 ナデ・へフミガキ

口径 内面 不明
第24凶2 2 1 4 弥生上器 壷 底径 糧褐色 覆土

器高 [10.1) 外面 ハケ・不明

口径 (11.6) 内面 ナデ・ヘラナデ
SI50 第25図l 9，14 士師器 I甘 30% 底径 2.6 黄褐色 覆土

器高 6.1 外面 ナデ・ヘフケズリ

u径 内面 ヘラナデ
第25閃2 2 10，16，17，19 上師器 宜 20% 底径 5.0 桂褐色 覆上

器高 [5.3) 外面 ヘラナデ・ハケ

日t聖 (16.0) 内面 ナデ・へラナデ
SI51 第25図I I 士師器 蛮 20% 底径 赤褐色 援士

器高 [8.5) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 内面 ヘラナデ・ヘラミガキ
SI53 第25図l l 

18， 
I師器 費 30% 底径 栂褐色 床面

SI -21-7， 8 
器高 [31.8) 外面 ヘフナデヘフミガキ

fJ径 内面

第25図2 2 19 弥生上器 室古E 5% 底径 樟褐色 覆土 外面赤彩

器高 外面

1， 3， 5， 6， 7， 8， rJ径 内面 ヘラナデ
SI54 第26図I I 12，13，15.16， 士師器 護 70% 底径 7.6 糧褐色 覆土

2A-27-1 器高 [17.4) 外面 ナデ・ヘラナデヘラミガキ

LI径 内面 ナデ・へラナデ
第26岡2 3 1， 21 土師器 t甘 75% 底径 3.8 赤褐色 覆土 内外面赤彩

器高 [11.9) 外面 ナデ・ヘラミガキ

11{王 内面 ナデ・へラナデ
第26図3 3 1， 21 土師器 鉢 75% 底径 3.8 赤褐色 漉土

器高 [11.9) 外面 ナデ・ヘラミガキ

[1{手 25.2 内面 ナデ
3A45 第27凶l 上師器 聾 15% 底径 樫褐色 口縁部にヲキザミ

器高 4.5 外面 ナデ

口径 (17.7) 内面 ナデヘラナデ
第27図2 2 121， 122 土師器 愛 60% 底径 6.0 樫褐色 湿t SIl7から出土

器高 18.5 外面
ナデ・ハケ・ヘラケズリ・ヘラミガキ

口径 内面 ナデ

3B55 第27関3 6 1 2 土師器 高軒、 45% 底径 (11.0) 
lこ，.;~、

外面赤彩
樫褐色

器高 [2.6) 外面 ナデ

口径 内面 ナデ・ヘラナデ

3B50 第27図4 5 1 3 土師器 高杯 40% 底径 (13.8) 黄褐色

器高 (50) 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 内面 ナデ・ヘラナデ

3D55 第27図5 I 士師器 高杯 20% 底径 樟褐色 覆土 外面赤彩

器高 [8.1) 外面 ヘラミガキ
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第8表弥生時代~古墳時代竪穴住居跡観察表 計測値( )内の数値は推定値

規模 面積 壁高 柱穴深さ 貯蔵穴
カマド・炉

遺構NQ 主軸方位 壁溝 (上・煙道部立上り角度) 特記遺物・備考 時代区分
(主軸×副軸 m) (rrl) (cm) (cm) (長桂×短怪x躍さ咽) (下・炉長径×短径 cm)

炉2

5101 3.85X 3.5 N-68' -W (11.3) 8-16 無 無 無 l西 57x54 弥生

2東 63X65

5102 (2.3) x (2.3) N-52' -W (4.8) 。-4 無 無 無 無 焼失住居 弥生

5103 3.6X (3.2) N-33' -E (9.3) 無 無 無
炉北東

弥生
54X 53 

5104 3.5 x 3.5 N-47' -W 8.7 14-54 無 無 無
炉北西

焼失住居 弥生
48x46 

5105 3.5X (3.2) N-33' -E (9.0) 6-13 無 無 無 無

5106 3.5 x (3.3) N-24' -E (9.3) 6-20 無 無 無
炉西

焼失住居 弥生
95X43 

5107 3.2X 3.5 N-64' -W (9.2) 8-26 無 無 無
炉北西

焼失住居 弥生
58X36 

5108 3.6 x 3.7 N-23' -W (11.5) 13-62 無 無 無
炉北

弥生
2.8 x 2.8 

Pl 57 

5110 (4.7) x 4.7 N-16'-W (20.3) 10-20 
P2 46 

無 無
炉北

519に切られる 弥生
P3 14 70X58 
P4 58 

5111 (2.7) x 3.0 N-38' -w (7.1) 2-12 盤 無 無
炉北

弥生
44x40 

Pl 32 
炉北 25→23→12→24 

5112 (5.4) X5.7 N-24' -W (28.8) 6-20 P2 96 無 無
令 (古→新)

弥生

P3 20 

5113 (4.1) X3.6 N-35' -W (11.7) 6-30 無 無 無
炉北

焼失住居 弥生
46X40 

5115 (3.7) x (3.9) N-66' -W (12.3) 42 無 無 無
炉北西 焼失住居

弥生
74x47 

5118 (3.8) x (4.3) N-48' -W (14.3) 6-8 無 無 無
炉西

5I17に切られる
73X52 

Pl 45 

5119 4.3 x4.8 N-21' -E (18.1) 16-28 
PZ 40 有

無
炉北 5134・37に切られる

P3 44 56X48X47 65X42 焼失住居 9

P4 36 

5121 (4.5) x (4.1) N-55' -W (16.1) 21-30 無 無 無 無
5155に切られる

焼失住居

5122 3.6x 3.7 N-IZ' -W (11.1) 36-44 無 無 無
炉北

弥生
75X40 

Pl (55) 

5123 (5.1) x (5.3) N-7' -W (25.1) ? 
P2 (55) 

無 無 無 5125を切っている 古墳前?
P3 (60) 
P4 (50) 

5124 (3.5) x (2.9) N-2' -W (9.4) 。-3 無 無
炉北

55 x 45 

5125 5.7 x 4.9 N-49' -W (22.2) 12-28 無 無 無 炉北西 5123に切られる 弥生
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規模 面積 壁高 柱穴深き 貯蔵穴
カマド・炉

遺構No
(主軸×副軸 m)

主軸方位
(rrl) (c皿) (cm) (畳程x短怪x揮さ岨)

壁講 (上煙道部立上り角度) 特記遺物・備考 時代区分

(下炉長径x短径 cm)

5127 (3.7) x (3.8) N-16。一E (13.0) 20-30 無 無 無 無
5139・45・31に切られる。

弥生
27→39→45→31(1日→新)

5128 3.4X (3.4) N-52" -W (11.1) 12-22 金量 無 無
炉北西

焼失住居 古墳前期
76X54 

5129 (3.3) x (3.7) N-ll"-E (11.5) 8-20 無 畳 無
炉北

古墳前期
55X35 

5130 (4.2) x (3.6) N-27" -W (13.0) 2-3 無
無

有
担 炉 焼失住居 弥生

46X44Xつ 炉北
5145を切っている。 5132

5131 4.1 x (4.1) N-25" -E (16.2) 20-60 無 無 に切られる。
有 56X46 

45→31→32 
古墳前期

PI 44 

5134 5.1 x (4.9) N-2" -E (23.4) 8-18 
P2 56 

58X52X44 無
炉北 5133・35・37に切られる。

古墳前期
P3 64 64X46 焼失住居

P4 74 

5136 (2.6) x 3.3 N-53" -W 7.2 17-24 無 無 量
炉西

焼失住居 弥生
53 x 35 

5138 3.6 x 3.2 N-43" -W (9.1) 8-14 無 無 無
炉北西

弥生
67 x 38 

S139 3.5 x 3.4 N-54"-W (80) 15-42 無 無 無
炉北西

弥生
80X39 

SI40 4.2 x 4.0 N一位。 -W (12.2) 28-40 無 無 無
炉北西

焼失 9 弥生
62x39 

炉北西
. 

S141 3.0X3.2 N-38" -W 7.1 27-日日 無 無 無 弥生
51 X42 

PI 85 

5142 (5.0) x (5.1) N-13" -W (18.9) 15-38 
P2 84 

無 匝
炉北

焼失?
P3 58 85X6O 
P4 84 

S143 33 x 29 N-38" -W 7.2 5-8 盤 量 無 無 不明

SI44 (4.4) x (4.1) N-16。ーE (15.5) 6-2日 無 無 無
炉北西

焼失住居 弥生
55X38 

SI45 2.9X 2.7 N-49" -W (6.9) 10-25 無 無 無 無

SI47 (3.3) X3.8 N-44" -W (10.9) 10-18 無 無 無 無 21→48→47 

SI48 (3.0) x 2.9 N-44" -W (7.5) 24-36 無 無 無
炉北西

65x30 
焼失住居 弥生

S149 (4.3) x (3.9) N-31"-W (14.1) 。-15 無 無 無
炉ほほ中央

焼失住居
70 x (65) 

SI印 3.4X (4.0) N-4" -W (10.6) 12-33 無 無 無
炉北

弥生
4Ox36 

SI51 (3.6) x (4.1) N-4" -W (10.1) 10-22 SI50に切られる 弥生
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規模 面積 墜高 柱穴深き 貯蔵穴
カマド・炉

遺構Na
(主軸x固l輸m)

主軸方位
(凶) (cm) (cm) (長笹x恒置x揮さ叩)

壁構 (上:煙遭都立上り角度) 特記遺物・備考 時代区分

(下・炉長径x短径四)

5152 (3.6) x (2.6) N-31" -W  (6且) 12-21 無 無 無 無 5149に切られる

炉 2
5121に切られる

5153 3.7 x 3.7 N-67" -W  (10.0) 20-28 無 無 無 1.西5OX45
焼失住居

弥生

2.東5OX43

SI54 4.0 x 3.9 N-51" -W  12.2 10-55 無 無 無
炉北西

焼失住居 弥生
74X46 

SI55 (14.6) 

② 
国

A 47.6m A' 

~コ\
劇Z。 (1/40) 2m 

寸r 、.r
。

(1/:初) 4m 
。 (1/4) 10cm 

第28図 SI09

明である。本遺跡の中では小規模で，平面形は正方形を呈する。床面はほぼ平坦で，ハードロームプロッ

ク主体の土で貼り床され，全体的に良好に踏み固められている。壁溝は，深さ 6-7cmほどで全周してい

たものと推定される。柱穴は検出きれなかった。カマドは，北西壁中央よりやや西側に寄った位置に構築

される。燃焼部の掘り込みはないが，煙道部に向かつて急激に立ち上がり，煙道部は緩やかに延びる。燃

焼部はそれほど焼けておらず，使用頻度はそれほど多くなかったものと思われる。覆土中にソフトローム

粒を多く含むことから，本住居は人為的に埋め戻されたようである。

遺物の出土は少なく， 1の杯が覆土中から検出されたのみである。小片であるが，内面に斜格子暗文が

施される。
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SI14 (第29図，図版16)

調査区南東端に位置し，南斜面の肩部に構築されるため，南側が流失している。また， SI26に南東部を

切られる。平面形は長方形状を呈し，床面はハードロームブロック主体の土で貼り床され，柱穴聞が良好

に踏み固められている。壁溝は，現存する部分では深さ 5cmほどで全周している。柱穴は，対角線上に 4

本配置される。掘り形は大きく不整形となるが，いずれも内側に向けた柱の抜き取り痕が観察される。カ

マドは，北壁中央部に構築される。煙道部が壁外に 1mほど延び，先端部がやや深く掘り込まれる。燃焼

部は床面より 8cmほど掘り込まれ，焚き口部に焼土の堆積がみられる。袖の基部に，ハードロームブロッ

クや山砂・粘土の混合土を敷いている。

遺物の出土は少ないが，図示した遺物は覆土中から検出された。 1は杯で，内面に斜格子暗文が施され

る。 2は万子で，現存長13.5cmを測る。茎部には木質が良好に残る。

SI17 (第30図，図版17・29)

調査区中央部に位置する大形の住居跡である。南コーナ一部で， SI18を切っている。平面形は正方形を

呈し，掘り込みは比較的深い。床面はほぼ平坦で，ハードロームブロック・黒色士を主体とした土で貼ら

れ，柱穴聞が良好に踏み固められている。壁溝は，深さ 5cmほどで全周する。柱穴は，対角根上に 4本配

置される。深さ50-80cmほどで，不整形の掘り形を呈する。添え柱というよりも，柱抜き取引こ伴う拡張

と思われる。カマドの反対側に深さ13cmほどのピットが掘り込まれる。出入り口施設に伴うものであろう。

カマドは西壁中央に構築される。北側袖部が撹乱により削平されている。煙道部の掘り込みは50cmほどと

短く，燃焼部より緩やかに立ち上がる。燃焼部の掘り込みは小さい。覆土中に山砂を多く含んでおり，本

住居は廃棄後に人為的に埋め戻されたようである。

遺物は小片が多く，カマド側の壁に沿った覆土中から出土している。 1は須恵器の高台付杯である。高

台は底部の周縁に貼り付けられ，外側に強く踏ん張る。底部は若干突出するようである。体部外面にinJ

の墨書が正位で記されている。 2-5は土師器の杯で， 2' 3は体部の立ち上がり部がナデにより薄く仕

上げられている。内面には斜格子暗文が施され，口唇部が若干外側に摘み出される。 6• 7は器肉が薄く

仕上げられる武蔵型の聾である。 6の口縁部には輪積み痕が部分的に観察される。 8は鎚状を呈する鉄製

品である。 9は火打金であろう。上部に木質の痕跡が付着している。

SI20 (第31図，図版17・29)

調査区南端に位置する。南斜面の肩部に掘り込まれるため，南側の壁はほとんど流失している。平面形

は正方形を呈し，床面はハードロームブロック主体の土で貼り床される。ほほ平坦で，壁際を除き良好に

踏み固められている。壁溝は，北東コーナ一部を除き深さ 8cmほどで全周する。柱穴は，対角線上に 4本

配置される。深さ50-70cmほどを測り， P1のみ柱の抜き取りによる掘り形の拡張が伺える。カマドの対面

に深さ35cmほどのピットが掘り込まれる。その位置からみて，出入り口施設に伴うピットと思われる。カ

マドは北壁中央に構築される。煙道部は，壁外に1.2mtまど長く掘り込まれ，先端部が円形状に 1段深くな

り，燃焼部から緩やかに立ち上がる。燃焼部は床面より 10cmほど深く掘り込まれ，底面に山砂と粘土主体

の土を貼っているようである。袖の基部には，山砂と粘土ブロックを含む黒色土が敷かれている。覆土は，

山砂を多く含む層で構成されており，人為的に埋め戻した様相が伺える。
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遺物は小片が多く，ほとんどが覆土中からの出土である。 1は，須恵器の高台付杯である。高台は，小

さく底部周縁に貼り付けられる。体部下端と底部全面に回転ヘラケズリが施される。 2~8 は土師器の杯

である。 2~7 の体部内面には斜格子暗文が施される。また，体部内面下端には，指頭によるオサエが加

えられるため，沈線状の凹みが観察される。 9~10は土師器の椀である。 11 ・ 12は聾で，球形胴を呈し，

胴部外面にハケ日が施される。 13は士師器杯の底部片で，内面に螺旋状の細かい暗文が巡っている。

S126 (第29図，図版20・29)

調査区南東端に位置し，南斜面の肩部に構築されるため，北側部分が若干遺存しているのみである。平

面形はほぼ正方形を呈すると思われ，床面はハードロームブロック主体土で貼り床される。現存部分での

踏み固めは認められなかった。壁溝は，深さ 6cmほどを測り，北側コーナ一部で検出されているが，本来

は全周するものと思われる。柱穴は 1本のみ確認された。深さ54cmで，内側に向かつて柱が抜き取られて

いる痕跡を示す。カマドは，西壁中央に構築される。煙道部は，壁外に長さ1.3m'まど長く延び，先端に向

けて広がりを有し，徐々に深くなる。燃焼部は，床面より 6cmほど深く掘り込まれる。袖の基部には，ハ

ードローム粒，山砂，粘土を混ぜた土が敷かれている。

遺存部分が少ないが，比較的多くの遺物が出土している。多くが，カマド前面から北コーナ一部の床面

からの検出である。 1~4 は土師器の杯である。体部内面下端に指頭によるオサエが施されているが，暗

文は加えられていないようである。 5~8 は，胴部外面に縦位のヘラケズリを施す在地の嚢である。

S132 (第32図，図版17)

調査区北端に位置し，南側でS131を切っている。北東側に傾斜

する斜面の肩部に構築されるため，北東コーナー付近が流失して

いる。平面形は正方形を呈するが，規模はきわめて小さい。床面

は，ハードロームブロックを主体とした土で貼り床され，踏み固

めは全体的に弱い。壁溝・柱穴は検出されなかった。カマドは北

壁中央に構築される。煙道部の壁外への掘り込みはほとんどなく，

袖が比較的長く内側に延びる。燃焼部の掘り込みも浅く，それほ

ど使い込まれた様相がない。袖の基部には，ハードロームブロッ

ク主体の士が敷かれている。

遺物の出土はなかった。

S133 (第33図，図版18・19・29)

@ ム九ιもも

A 

A 46.5m A' 

ト 一一7
。 (1/80) 4m 

第32図 S132

調査区西側に位置するが，遺構の重複が激しく，プランは明確ではない。 S137の床面とほぼ同一レベル

であり， S137の床面を再利用している可能性が伺える。平面形は，ほぽ正方形を呈すると推測される。床

面はほぼ平坦で，黒色土の貼り床が施され，全体的に良好に踏み固められている。壁溝は検出されなかっ

たO 柱穴は対角線上に 4 本配置される。深さ40~70cmほどを測り，柱の当たりが各柱穴とも 2 か所確認さ

れることから，主柱以外に添え柱が建てられていたものと推定される。カマドは，北壁中央に構築される。

煙道部は，壁外に長さ1.4m'まど長く延び先端部が広がり， 1段深く掘り込まれる。煙道部内に底部を欠く
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蓋が多く検出されており，壁を補強するために蓋を並べていた様相が伺える。燃焼部は，床面より 5cmほ

ど掘り込まれる。袖の基部には，山砂と白色粘土の混合土を敷いている。覆土は自然堆積の様相を呈する。

遺物は，ほとんどがカマドの煙道部及び燃焼部内から出土している。 1. 2は杯で，体部内面下端に，

指頭によるオサエが施されるため，沈線状に凹みが巡る。いずれも内面に斜格子暗文が加えられる。 1は

不鮮明であるが，底部内面にも放射状の暗文が部分的に観察される。 3-6は胴部外面にヘラケズリを施

す在地の蓋である。

SI35 (第34図，図版18・29)

調査区中央に位置し，南側でSI34，東側でSI44を切る。平面形は正方形を呈し，床面はほぼ平坦で，ハ

ードロームブロック主体の土で貼り床される。カマド前面から柱穴聞にかけて良好に踏み固められている。

柱穴は，壁際に寄った位置に対角線上に4本配置される。深さ60-70cmほどを測る。カマドの対面には，

深さ30cmほどのピットが掘り込まれる。壁外に向かつて傾斜しており，出入り口に伴うピットと思われる。

カマドは北壁中央に構築される。煙道部は，壁外に長さ1.4m'まど延び，先端部に向かつて徐々に深くなる。

煙道部の底面には，山砂が敷かれ，煙出し部には葺が倒位で置かれている。補強材として再利用していた

ものと思われる。燃焼部は，床面より深さ 5cmほど掘り込まれ，底面にやはり山砂を敷いている。覆土中

にソフトローム粒や山砂を含んでおり，人為的に埋め戻されたものと思われる。

遺物は， 4・5の聾が煙道部先端から出土している以外は，覆土中からの検出である。 1. 2は杯で，

体部内面下端に指頭によるオサエが施される。 1の体部内面には斜格子暗文が加えられる。 3は聾で，器

高が浅くなるタイプである。 4. 5は口縁部が大きく開く。 4は胴部下端が薄く仕上げられており，甑と

なる可能性がある。 7は銅製品であるが，小片のため用途不明である。

SI37 (第33図)

調査区西側に位置するが，遺構の重複が激しく， SI33と同一レベルの床面と南側壁の一部が遺存してい

るのみである。床面は，柱穴聞が良好に踏み固められている。壁溝は検出きれなかった。柱穴は対角線上

に4本配置されるが，北側コーナーの柱穴は， SI33と重複している。柱穴の深さは， 50-75cmほどを測り，

底面に柱の当たりが観察される。カマドはSI33と重複しており，詳細不明であるが， SI33の再利用の可能

性もある。床面の南壁沿いに白色粘土と焼土ブロックが検出されているが，出入り口施設に伴うかもしれ

ない。

遺物の出土は少ない。 1・2は杯で，底部がやや丸底状となる。体部内面下端に指頭によるオサエが施

される。斜格子暗文は認められない。 3は万子の完形品である。北コーナーの壁沿い床面上から出土して

いる。身部は細く，研ぎ返しが繰り返されているようである。茎に木質が残る。全長17.9cm，茎長7.6cmを

測る。

2 掘立柱建物跡

SB01 (第35図，図版20)

調査区中央に位置し， SB07が北側に近接する。桁行き5.8m，梁行き3.8mを測る 3間x2聞の側柱建物

である。南北棟となる。桁はほぼ等間であるが，梁部分は南・北とも中央の柱がずれている。柱穴はほぼ

59 



A4
ト×
<;
'"
 

一 」 〉 、

ω同 一 凶 印

怠 品 目 〉 、

o
 

- ¥ E C )  

/
 

J
 

---

/
 

/
 

一一
-
-----

工
二
ヰ

てヨ 石
」

⑧
 

回

¥
J
¥
F
 

、s t t t h
町

、、、

C
 

回
.t
. ヨ

に
「
こ
フ
ミ
対

C
コ

瀦 ω 仏 国

_
j
B'
 

B'
 

B
L
 

〉 怠 』 自 〉 、

C
コ

¥ h H C )  同 ヨ

。
~
 

一一
~
 /
 

iし レ
-
ト
ァ "
 
¥
一
一
一

ー 門 川 υl吋 o
 

¥ A H )  言

¥ N )  言

ω同 一 凶 日

き



円形を呈し，深さ 30~50cmと比較的浅い。コーナ一部分の柱穴が深く掘り込まれる傾向がある。部分的に

柱の抜き取りが行われている。

遺物の出土はなかった。

SB02 (第35図，図版20)

調査区南東側に位置し， SB06と重複する。柱穴の切り合いから， SB02の方が新しい時期の建物と考え

られる。桁行き6.1m，梁行き306mを測る 3間x2聞の側柱建物である。南北棟となる。桁はほぼ2m等聞

で，桁は1.8m等間で、ある。柱穴は略円形を呈し，コーナ一部分の柱穴が深く掘り込まれる傾向がある。

遺物の出土はなかった。

SB03 (第36図)

調査区南端に位置するが，南側が斜面となるため，北側の柱列のみが検出された。桁行き5.1mを測り，

検出状況から， 3問x2聞の側柱建物となる可能性が想定される。東西棟となる。桁は，ほぼ1.7m等間で，

柱穴の掘り形は略円形を呈する。柱の当たりが明瞭に観察される。深さはかなり浅くなっているが，斜面

部に当たるため，上部が流失した結果，浅くなってしまったものと思われる。

遺物の出土はなかった。

SB04 (第37図)

調査区東側に位置する。 SB09と重複するが，柱穴の切り合い関係から， SB04の方が新しいと思われる。

全体に歪んでおり，桁行きの北側は503m，南側は409m，梁行きの西側は406m，東側は4.1mを測るo 3間

x 2 間の東西棟の側柱建物となる。柱聞は統ーされていない。柱穴の掘り形は略円形を呈し，深さ 30~40

cmと比較的浅いが，隅の柱穴が若干深くなる傾向がある。

遺物の出土はなかった。

SB05 (第37図)

調査区東側に位置する。 SB09と重複するが，柱穴の切り合い関係から， SB09の方が新しくなると思わ

れる。全体にやや歪みがあり，桁行き西側500m，東側407m，梁行き北側303m，南側300mを測る。 3間×

2 間の南北棟の側柱建物となる。柱間は統一されていない。柱穴の掘り形は略円形を呈し，深さ40~60cm

を測る。

遺物の出土はなかった。

SB06 (第35図)

調査区南東側に位置し， SB02と重複する。柱穴の切り合い関係から，本建物跡の方が古い時期の構築と

考えられる。桁行き6.1m，梁行き3.4mを測る 3間x2聞の側柱建物である。南北棟となる。柱聞は，桁で

ほぼ200m等間，梁で1.7m等間となる。柱穴の掘り形は略円形を呈し，深さ40~90cmを測る。隅の柱穴が一

段深くなる傾向がある。部分的に柱の抜き取り痕が観察される。

遺物の出土はなかった。
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第36図 SB03

SB07 (第38図)

調査区中央に位置し，南側でSB01に近接する。西側及び北側のピットの一部は撹乱により削平されてい

る。桁行き4.5m，梁行き3.7mを測る 3間x2間の側柱建物である。南北棟となる。柱聞は，桁でほぼ1.8

m等間，梁でl.5m等間となる。柱穴の掘り形は略円形を呈し，深さ 30~40cmを測る。

遺物の出土はなかった。

SB08 (第39図)

調査区中央に位置し， SB10と重複する。新旧関係は明らかではないが，柱穴の切り合いから，本建物跡

の方が新しく構築された可能性が伺える。桁行き5.1m，梁行き3.2mを測る 3間x2聞の側柱建物である。

東西棟となる。柱聞は，梁が1.6m等間となるが，桁は若干不規則である。柱穴の掘り形は，略円形を呈し，

全体的に掘り込みは浅い。

遺物の出土はなかった。

SB09 (第37図，図版21)

調査区東側に位置し， SB04・05と重複する。柱穴の切り合い関係から， SB05→SB09→SB04の順に新し

くなるものと推定される。全体にやや歪みがあり，桁行き北側で、5.5m，南側で5.3m，梁行き東側で4.1m，

西側で4.4mを測る。 3間x2間の東西棟の側柱建物となる。柱聞はほぼ等間隔であるが，桁方向の柱聞が

やや不規則である。柱穴の掘り形は略円形を呈し，隅の柱穴が深く掘り込まれる傾向がある。

遺物の出土はなかった。
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第37図 SB04・05・09

SBI0 (第39図，図版22)

調査区中央に位置し， SB08と重複する。柱穴の切り合いから，本建物跡の方が古くなる可能性がある。

全体にやや歪みがあり，桁行き東側で、4.7m，西側で、4.9m，梁行き北側で3.7m，南側で3.2mと南側が窄ま

るプランを呈する。 3間x2聞の南北棟の側柱建物となる。柱聞は，全体的に不規則である。柱穴の掘り

形は略円形を呈し，掘り込みは比較的浅い。

遺物の出土はなかった。

SBll (第40図，図版22)

調査区北西側に位置し，掘立柱建物群とはやや離れた位置に単独で、構築される。桁行き6.6m，梁行き4.0

- 64 



mを測る 3間x2聞の側柱建物である。やや主軸のずれた南北棟となる。柱聞は，桁が202m等間，梁がほ

ぼ200m等間となる。柱穴の掘り形は，本遺跡の掘立柱建物では唯一方形を呈し，規模も大きい。

遺物の出土はなかった。

SB12 (第40図，図版22)

調査区西側に位置する。桁行き403m，梁行き304mを測る 3間x2聞の側柱建物である。柱聞は，桁でほ

ぼ1.4m等間，梁で1.7m等間となる。柱の掘り形は略円形を呈し，掘り込みの深さは， 30~50cmと比較的浅

しミ。

遺物の出土はなかった。

SB13 (第39図)

調査区中央に位置し， SBI0と重複するが，新旧関係は不明である。全体が検出されておらず，東西方向，

南北方向で2間分の柱穴が確認されているのみである。他の掘立柱建物との比較からすると， 3間x2聞

の南北棟の側柱建物となる可能性が高い。東西方向の柱聞は， 1.6m等間，南北方向の柱聞は1.8m等間とな

る。柱穴の掘り形は，方形に近いプランを呈するものが多い。

1の杯が，掘り形内から出土している。
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SK01・02・11第41図

やや不整な長方形を呈する。長軸1.8

士坑

SK01 (第41図)

調査区中央に位置し， SB01の柱穴に南側を切られる。平面形は，

m，短軸0.8mを測り，確認面より0.7m!まど掘り込まれる。底面はほぼ平坦である。

3 

遺物の出土はなかった。

SK02 (第41図)

調査区北側に位置し， S106を切っている。平面形は，長方形を呈する。長軸1.3m，短軸0.8mを測り，確

自然堆積の様相を示す。

土師器の小片があるのみで，図示できるようなものはなかった。

認面より0.3mほど掘り込まれる。床面はほぼ平坦である。覆土は，

遺物は，

SKll (第41図)

やや隅の丸い長方形状を呈する。長軸2.5m，SB12の柱穴に切られる。平面形は，調査区西端に位置し，

短軸1.8mを測り，確認面からの掘り込みは， 0.2mと浅い。
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図示できるような遺物の出土はなかった。

4 グリッド出土遺物(第42図，図版29)

1-12は，土師器の杯である。 1. 6は，それぞれSI4，SI36からの出土であるが，明らかに時期が異

なるため，ここで扱うこととした。 1は盤状を呈し，丁寧に調整される。 2-5は体部内面に斜格子暗文

が施される。 2の暗文は細かく，底部内面にも暗文が加えられるが，不規則である。 6-12には暗文が観

察されない。体部外面は幅広のヘラケズリが施され，内面の底部と体部の境に，明瞭な稜がみられること

から，上総型の杯となるものが多い。 13-15は土師器の棄と思われるが， 14・15は甑となる可能性もある。

13は口唇部が摘み出され，胴部がきわめて薄く仕上げられる。口縁部下端にヘラの当たりが観察される。

武蔵型の聾であろう。 14・15は口縁部に最大径を有し，縦位のヘラケズリが施される。 16-19は管状士錘

である。遺構外の出土であるが，調査区南西端の烏田川を望む台地縁辺から集中して検出された。全体に

丁寧な造りである。 16・17は完形品で， 16は高さ27.8mm，径34.1mm，孔径9.0mm，重さ39.2gを測る。 17は，

高さ35.2mm，径34.8凹，孔径8.7mm，重さ55.6gを測る。 20は万子の茎片であろう。
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第9表奈良・平安時代土器観察表

遺構番号 挿図番号 遺物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
(cm) 

口径 内面 ナデ
51ω 第28図114 土陶器 杯 5% 底径 櫨褐色 カ7 ド内 内面に斜格子暗紋

器高 外面 ナデ

口径 (12.6) 内面 ナデ
5114 第29図1 27 士師器 杯、 20% 底径 (且6) 糧褐色 覆土 内面斜格子暗紋

器高 3.5 外面 ナデ・ヘフケズリ

口径 (15.4) 内面 ナデ 外面体部正位墨書
5117 第30図I 103，111，122 須恵器 杯 30% 底径 (11.4) 灰白色 覆土

mJ 
器高 4.2 外面 ナデ

口径 (15.2) 内面 ナデ 内面体部斜格子暗紋
第30図2 4，3 土師器 杯、 40% 底径 (10.6) 櫨褐色 覆土

底部螺旋状暗紋
器高 4.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (15.6) 内面 ナデ
第30図3 120，121，122 土師器 杯、 25% 底径 (11.0) 

にぷい
覆土 内面体部斜格子暗紋

樫褐色
器高 3.9 外面 ヘラ・ヘラケズリ

口径 (15.2) 内面 ナデ
第30図4 57 土師器 杯、 20% 底径 (10.2) 種褐色 覆土

器高 3.5 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (12.8) 内面 ナデ
第30図5 初 土師器 杯 20% 底径 (7.6) 糧褐色 覆土

器高 2.7 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (23.0) 内面 ナデ・ヘラナデ
第30図6 25，121 土師器 重E 10% 底径 樫褐色 床面

器高 [12.8) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (24.6) 内面 ナデ・ヘラナデ
第30図7 4，11，20，121， 122 土師器 費 5% 底径 糧褐色 覆土

器高 (7.3) 外面 ヘラナデ・ヘラケズリ

口径 (14.0) 内面 ナデ
5120 第31図113 須恵器 杯 10% 底径 (9.0) 灰褐色 覆土 底部外面回転ヘラケズリ

器高 3.5 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (17.5) 内面 ナデ
内面体部斜格子暗紋

第31図2 I 3 土師器 杯 20% 底径 (11.7) 糧褐色 覆土
底部螺旋状暗紋

器高 3.6 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (15.4) 内面 ナデ 内面体部斜格子暗紋
第31図3 41， 96，118 土師器 柄、 20% 底径 (9.3) 糧褐色 覆土

底部螺旋状暗紋
器高 (3.4) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (15.0) 内面 ナデ
第31図4 1，2，41，68 士師器 杯 50% 底径 [10.7) 権褐色 覆士 内面体部斜格子暗紋

器高 3.8 外商 ナデ・へラケズリ

口径 (14.4) 内面 ナデ 内面体部斜格子暗紋
第31図5 I 4 士師器 杯 10% 底径 糧褐色 覆土

底部螺旋状暗紋
器高 [4.0) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 13.6 内面 ナデ
第31図6 3，114，128 士師器 杯 90% 底径 9.5 糧褐色 覆土 内面体部斜格子暗紋

器高 4.4 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (14.0) 内面 ナデ
第31図7 19 土師器 杯 10% 底径 (7.6) 種褐色 床面 内面体部斜格子暗紋

器高 3.8 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (13.8) 内面 ナデ
第31図8 21 土師器 杯 10% 底径 (7.7) 

tこ.>;し、
覆土

櫨褐色
器高 3.9 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (18.2) 内面 ナデ
第31図9 13 土師器 杯 10% 底径 権褐色 覆土 内面黒色処理

器高 [5.5) 外面 ナヂ・ヘラケズリ

口径 (16.0) 内面 ナデ
第31図10I 7 土師器 杯、 10% 底径 樫褐色 覆土

器高 (6.9) 外面 ナデ

口径 (15.6) 内面 ナデ・ハケヘラミガキ
第31図1119 士師器 費 20% 底径 黒褐色 覆土

器高 [13.2) 外面 ナデ・ハケヘラミガキ

口径 (12.6) 内面 ナデ・ヘラナデ
第31図12I 9 土師器 聾 10% 底径 黒褐色 覆土

器高 (7.3) 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 内面 ナデ
第31図13I 6 士師器 杯 20% 底径 (8.5) 

hこ，民、、
覆土 内面底部螺旋状暗紋

器高 [1.3) 外面 ヘラケズリ
控褐色

口径 13.6 内面 ナデ
5126 第29図1 36，44，46 土師器 杯 80% 底径 9.9 』こ.>;，‘

床面

器高 外面 ナデヘラケズリ
糧褐色

3.5 

口径 (13.8) 内面 ナデ
第29図2 36，46 土師器 杯 35% 底径 (9.5) 糧褐色 床面

器高 3.5 外面 ナテヘラケズリ

口径 13.0 内面 ナデ
第29図3 42 土師器 杯 95% 底径 9.0 樟褐色 覆士

器高 3.6 外面 ナテ・ e ヘラケズリ
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遺構番号 挿図番号 造物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
(cm) 

口径 13.0 内面 ナデ
5126 第29図4 1.5.36 土師器 杯 60% 底径 8.7 栂褐色 覆土

器高 3.8 外面 ナデ・ヘラケズリ

2.3.4.7.8.9.15.16. 口径 25.6 内面 ナデ・ヘラナデ
第29図5 18.21.24.27.31.36. 土師器 墾 70% 底径 糧褐色 床面

39.40.50 器高 17.1 外面 ナデヘラケズリ

口径 (22.1) 内面 ナデ・ヘラナデ
第29図6 31.37 土師器 受 25% 底径 樟褐色 覆土

器高 (10.4) 外面 ナデヘラケズリ

20.28.31. 口径 24.2 内面 ナデ
第29図7 5114 -23. 土師器 費 10% 底径 糧褐色 覆土

25.27.48 器高 2.5 外面 ナデ

口径 内面 ヘラナデ
第29図8 14.45 士師器 望E 75% 底径 6.9 樫褐色 覆土

器高 12.0 外面 ヘラナデ・ヘラケズリ

口径 (14.0) 内面 ナデ
5133 第33図l 20.53.85 土師器 杯 40% 底径 10.0 赤褐色 カマド 内面体部に斜格子暗紋

器高 3.0 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 13.0 内面 ナデ
第33図2 22 士師器 杯 100% 底径 9.2 櫨褐色 内面体部底部に暗紋

器高 4.0 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (23.8) 内面 ナデ・ヘラナヂ
第33図3 75.80 士師器 聾 60% 底径 赤褐色 カマド

器高 (25.0) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 21.2 内面 ナデ・ヘラナデ
第33図4

35.40.44.54.57.75. 
土師器 斐 70% 底径 赤褐色 カマド

84.92 
器高 (20.3) 外面 ヘラナデ・ヘラケズリ

口径 23.1 内面 ナデ・ヘラナデ
第33図5 59.61. 74 士師器 聾 60% 底径 褐色 カマド

器高 (18.8) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (24.8) 内面 ナデ・ヘラナデ
第33図6 81 土師器 護 20% 底径 褐色 カ7 ド

器高 (16.1) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (13.0) 内面 ナデ
5135 第34図l 49.51 土師器 杯 40% 底径 (且7) 糧褐色 覆土 内面体部に斜格子暗紋

器高 3.3 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (13.0) 内面 ナデ
第34図2 18 士師器 杯 20% 底径 (8.8) 黄褐色 覆士

器高 3.0 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (30.9) 内面 ナデ・へラナデ
第34図3

1. 20. 22. 28. 30. 33. 
士師器 費 25% 底径 赤褐色 カマド

51 
器高 [14.0) 外面 ナデ・ヘラナデ

口径 25.0 内面 ナデ・ヘラナデ
第34図4

35.37.38.40.43.44. 
土師器 聾 60% 底径 糧褐色 カマド

45 
器高 [22.9) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 25.8 内面 ナデ・ヘラナデ
第34図5 32 土師器 護 70% 底径 糧褐色 カマド

器高 [21.0) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (25.2) 内面 ナデ・ヘラナデ
第34図6 13. 15.49.51. 52 土師器 聾 15% 底径 褐色 覆土

器高 [10.5) 外面 ナデ・へラケズリ

口径 13.5 内面 不明
5137 第33図1 9.23 土師器 杯 25% 底径 10.0 樫褐色 床面

器高 3.5 外面 不明

口径 (13.9) 内面 ナデ
第33図2 13 土師器 杯 25% 底径 9.4 糧褐色 額土

器高 4.0 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 19.0 内面 ナデ
グリッド 第42図l 4.6.8 土師器 f手 90% 底径 15.6 桂褐色 覆土 5109より出土

器高 3.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 14.4 内面 ナデ 内面体部に斜格子暗紋
第42図2 I 1 士師器 杯 50% 底径 9.0 

にぷい
3A45 糧褐色 底部に暗紋

器高 3.5 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (14.4) 内面 ナデ

3B50 第42図3 13 土師器 杯、 10% 底径 (10.4) 鐙褐色 内面体部に斜格子暗紋

器高 3.5 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (14.2) 内面 ナデ

3D05 第42図4 11 土師器 軒、 10% 底径 (9.2) 燈褐色 内面体部に斜格子暗紋

器高 3.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (13.2) 内面 ナデ

3B5O 第42図5 13 土師器 杯 10% 底径 (7.6) 権褐色 内面体部に斜格子暗紋

器高 4.3 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (14.4) 内面 ナデ.

グリッド 第42図6 7.10.11 士師器 杯 50% 底径 (8.8) 糧褐色 覆士 5136より出土

器高 5.0 外面
ナデ・ヘラケズ')
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遺構番号 挿図書号 造物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
(cm) 

口径 14.5 内面 ナデ
3B5O 第42図7 I 3 土師器 杯 80% 底径 9.9 糧褐色

器高 4.3 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (13.8) 内面 ナデ
第42図8 13 土師器 杯 50% 底径 (9.6) 糧褐色

器高 4.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 13.2 内面 ナデ
第42図9 I 3 土師器 杯 70% 底径 9.0 

にぶい
糧褐色

器高 3.6 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (13.2) 内面 ナデ
第42図10I 3 土師器 杯 40% 底径 (9.0) 糧褐色

器高 3.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (12.2) 内面 ナデ
第42図1113 土師器 杯 10% 底径 (7.5) 糧褐色

器高 3.2 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (15.0) 内面 ナデ
第42図12I 3 土師器 杯 10% 底径 (10.4) 樫褐色

器高 (3.2) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (23.8) 内面 ナデ・ヘラナデ
第42図13I 3 土師器 郵 35% 底径 権褐色

器高 (8.6) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (22.6) 内面 ナデ・ヘラナデ
グリッド 第42図14 13 土師器 聾 20% 底径 黄褐色 SIl9より出土

器高 (6.6) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (19.6) 内面 ナデ
第42図15I 3 土師器 聾 20% 底径 糧褐色

器高 (16.7) 外面 ナデ・ヘラケズリ

第10表奈良・平安時代竪穴住居跡観察表 計測値( )内の数値は推定値

遺構Nu
規模

主軸方位
面積 壁高 柱穴深さ 貯蔵穴

壁i溝 カマド・炉 特記遺物備考 時代区分
(主軸x副軸m) (ぱ) (cm) (c皿) (長在x短桂x揮さ岨)

SlO9 (2.6) X2.6 N-39" -W (5.0) 10-32 無 無 全周削平 P カマド北西壁 SIlOを切る 平安?

P1 58 

Sll4 (5.5) x (5.3) N-4" -W (27.5) 8-43 
P2 75 

無 全周 カ7 ド北壁 SI26に切られる
P3 72 
P4 71 

PI 53 

SIl7 5.6 x 5.8 N-78" -W (26.2) 10-62 
P2ω 

無 全周 カマド西壁 奈良P3 69 
P4 83 

PI 48 

SI20 5.8X5.7 NーグーW 26.7 10-73 
P2 61 

無 ほぽ全周 カマド北壁 奈良P3 70 
P4 60 

SI26 (5.0) x (5.1) N-72"-W (24.8) 35-54 P1 54 無 北壁コーナーのみ カマド西壁 奈良

SI32 2.4 x 2.2 N-23" -W (4.5) 11-42 無 無 無 カマド北東墜 平安?

P1 48 

SI33 (4.3) x (4.3) N-39" -W  (16.4) 18-28 
P2 58 

無 無 カマド北西壁 平安?P3 50 
P4 72 

PI 74 

SI35 3.5 x 3.4 N-44" -W (9.5) 5-22 
P2 57 

無 ほほ全周 カマド北西壁P3 58 
P4 60 

P1 48 

S137 (4.9) x (5.5) N-39" -W  (25.8) 11-27 
P2 53 
P3 62 

無 無
無

(S133により壊される)
奈良

P4 75 
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第1節旧石器時代

1 概要

第3章堀ノ内台遺跡(2 ) 

旧石器時代のブロックは 4枚の文化層・ 4か所のブロック・ 1か所の磯群を検出することができた。第

I文化層は喋群を伴ういわゆる町層下部の石器群である。角錐状石器やナイフ形石器などが発見されてい

る。第H文化層は第 1黒色帯の石器群と思われる。模形石器や微細剥離痕剥片などと共に若干の離が発見

されている。第E文化層は第2黒色帯上部の石器群と思われる。彫器を除いてナイフ形石器などの利器類

は発見されず，剥片が主体であることから，利器類の製作の場所というよりは，これらの素材となる剥片

を生産した場所と思われる。また，石材は黒曜石が主体を占める。第町文化層は立川ローム層最下部の石

器群である。小型の喋が発見されている。立川ローム層は千葉県南部での標準的な堆積を示しているが，

E層が 2~3 枚に分層される箇所がある。

2 第 I 文化層第 1 ブロック(第45~50 ・ 57図，第 7 ・ 8 表，図版33)

石器と礁が集中して出土した。特に多くの喋が出土している。機群を伴ういわゆる町層下部の石器群で

ある。

石器の出土層位はIll a層~V層にかけて分布するが，ほほIll c層~町層にかけて集中する。石器の集中は

6B-42グリッドを中心に南北5m，東西3mの範囲にまとまる。

出土石器は角錐状石器1点，ナイフ形石器1点，微細剥離痕剥片 1点，剥片4点の合計7点である。母

岩は黒曜石1母岩3点，流紋岩1母岩 1点，ガラス質安山岩1母岩3点の合計3母岩7点である。礁はト

ロトロ安山岩1点，凝灰岩1点，砂岩1点，頁岩1点の合計4点である。

1は黒曜石のナイフ形石器である。縦長剥片を素材として 二側縁に鋸歯状の調整加工を施している。

正面左側縁の上部に細かい剥離痕が見られる。この剥離痕も調整加工かもしれない。下部が欠損している。

2は黒曜石の角錐状石器である。正面右側面が折断された縦長剥片を素材として，両側縁に調整加工を施

している。先端部が欠損している。 3は流紋岩の微細剥離痕剥片である。縦長剥片を素材として，正面右

側縁の上部に微細な剥離痕が見られる。

磯群の出土層位はIll b層~V層にかけて分布するが，ほぼIll b層~町層にかけて集中する。石器の出土層

位に比べて，若干上位にまとまっている。喋群の集中は 6B -42グリッドを中心に南北6m，東西8mの

範囲に広がるが，ほほ南北6m，東西5mの範囲にまとまる。石器の集中する範囲の東側と西側に喋群が

集中しており，石器の集中に比べて，広範囲である。石材はチャート，砂岩，ホルンフェルス，流紋岩，

安山岩である。これらの蝶のほとんどに赤化等の被熱によるものと思われる痕跡が見られる。

3 第E文化層第 1ブロック(第51・52・58図，第9・10表，図版33)

石器と喋が集中して出土した。第1黒色帯の石器群である。

出土層位はV層~四層にかけて分布するが，ほほV層~羽層にかけて集中する。石器の集中は3F-46グ
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第44図 下層確認調査・本調査範囲とブロックの位置
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リッドを中心に南北4m，東西 3mの範囲にまとまる。

出土石器は模形石器1点，微細剥離痕剥片 1点，剥片 1点，喋4点の合計7点である。母岩は黒曜石2

母岩2点，砂岩 1母岩 1点の合計3母岩3点である。礁はトロトロ安山岩 1点，凝灰岩 1点，砂岩 1点，

頁岩1点の合計4点である。

1は黒曜石の模形石器である。横長剥片を素材として，四辺にそれぞれ対向する剥離痕が見られる。ま

た，正面左側縁の下部に微細な剥離痕が見られる。 2は砂岩の微細剥離痕剥片である。縦長剥片を素材と

して，正面右側縁に微細な剥離痕が見られる。
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第52図 第E文化層第1プロック母岩別分布

4 第E文化層第 1ブロック(第53・54・59図，第11・12表，図版33)

石器と喋が集中して出土した。第2黒色帯上部の石器群である。

v砂岩1

企砂岩

。凝灰岩

@トロトロ安山岩

。頁岩

-黒曜石1

企黒曜石2

。 (11ω) 2m 

なお，本文化層の石器群は石材組成が全く異なるが，山神遺跡の第I文化層とほぼ同一の出土層準であ

る。

出土層位は町層~医a層にかけて分布するが，ほほV層~羽層にかけて集中する。石器の集中は6B-56

グリッドを中心に南北5m，東西4mの範囲にまとまる。なお，調査時の所見では出土層位はM層~四層

となっており，図示した垂直分布と若干異なる。この差は緩斜面に分布することから，生じたものと思わ

れる。

出土石器は彫器1点，二次加工剥片 1点，微細剥離痕剥片 1点，剥片・砕片19点，喋1点の合計23点で

ある。母岩は黒曜石3母岩21点，黒曜石?1母岩 1点の合計4母岩22点である。礁は安山岩1点である。

1は黒曜石?の彫器である。石刃を素材として，正面左側縁と裏面側に樋状の剥離痕が見られる。正面

右側縁基部と左側縁に刃潰し状の調整加工が見られることから，あるいはナイフ形石器の欠損品かもしれ
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ない。また，石材もチャートの可能性もある。 2は黒曜石の二次加工剥片である。下部に調整加工を施し

ている。上部が欠損している。 3は黒曜石の微細剥離痕剥片である。横長剥片を素材として，下部に微細

な剥離痕が見られる。
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5 第百文化層第 1ブロック(第55・56図，第13・14表)

X層にかけて喋が出土した。立川ローム層最下部の石器群である。全体では蝶及び喋片 3点が出土して

いる。すべて，被熱のためか赤化している。
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第11表第I文化層第 1ブロック石器属性表
挿図

造物番号 器種 母岩番号
最大長 最大幅 最大原 重量

打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損

番号 mm mm mm g 剥離角 形状 被熱痕

2 6B-42ー7 角錐状石器 黒曜石 I I 38.78 13.97 12.42 6.37 I 82-90 + 

3 6B-42-15 微細剥離痕剥片 流紋岩 I I 78.58 61.33 24.89 87.91 2 142 I+m+N+V F N 

6B-42-100-1 朝l片 黒曜石 II 20.21 13.32 6.10 1.12 2 102 1 +皿 H 

l 6B-42-111 ナイ 7形石器 黒曜石 I I 30.29 20.94 10.57 5.11 I F 82-104 + 

6B-42-122 剥片 ガラス質黒色安山岩 I 37.54 37.82 12.03 14.66 2 132 I+m H 

6B-42-127 剥片 ヵ・ラス質黒色安山岩 l 23.38 26.74 12.02 8.30 I+m 。 B 
6B-42-152-2 剥片 ガラス質黒色安山岩 1 29日。 25.37 8.04 4.59 2 La  I+rr+m 5 

第12表第 I文化層第 1ブロック石器組成表

母岩名 角錐状石器 ナイフ形石器 微細剥離痕剥片 剥片・砕片 計 点数比 総重量 重量比

黒曜石 I l I 1 3 42.86% 12.60 9.84% 

流紋岩 1 I l 14.29% 87.91 68.65% 

ガラス質安山岩 1 3 3 42.86% 27.55 21.51% 

小計 1 1 1 4 7 100.00% 128.06 100.00% 
」一一

第13表 第E文化層第 1ブロック石器属性表
挿図

遺物番号 器種 母岩番号
最大長 最大幅 最大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損

番号 皿皿 皿皿 mm E 剥離角 形状 被熱痕

3F-46-1-1 磯片 砂岩 49.03 37.53 18.91 38.44 H 

3F-46-1-2 磯片 凝灰岩 31.96 24.57 17.98 15.62 H 

3F-46-1-3 喋 トロトロ安山岩 24.58 16.30 9.43 2.28 H 

3F-46-2 蝶片 頁岩 30.71 20.77 13.31 9.47 H 

2 3F-46-3 微細剥離痕剥片 砂岩 II 72.88 43.82 13.12 27.18 2 106 I+V H N 

3F-46-4 相l片 黒曜石 I I 29.40 13.12 7.56 2.32 I+V H B 

1 3F-46-5 模形石器 黒曜石 2 I 23.86 18.06 5.64 2.32 

第14表第E文化層第 1ブロック石器組成表

母岩名 微細剥離痕剥片 剥片・砕片 模形石器 穣 計 点数比 総重量 重量比

黒曜石 1 1 14.29% 2.32 2.38% 

黒曜石 2 1 l 14.29% 2.32 2.38% 

砂岩 1 1 I 14.29% 27.l8 27.84% 

トロトロ安山岩 I 1 14.29% 2.28 2.34% 

凝灰岩 1 1 14.29% 15.62 16.00% 

砂岩 1 1 14.29% 38.44 39.37% 

頁岩 1 1 14.29% 9.47 9.70% 

小計 l I l 4 7 100.00% 97.63 100.00% 
」一
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第15表 第皿文化層第 1ブロック石器属性表
挿図

造物番号 器種 母岩番号
最大長 最大幅 長大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損

番号 mm 皿皿 皿皿 E 剥離角 形状 被熱痕

6B~56~1 剥片 黒曜石 I 13.95 11.08 2.63 0.40 L 1 +皿 H 

6B~56~2 剥片 黒崎石 I 15.70 7.71 5.35 0.54 1 +皿 H B 

6B~56~3 剥片 黒曜石 2 24.23 15.80 6.59 1.34 1 94 1 +目 +m H 

6B~56~4 ー l 剥片 黒曜石 2 21.29 21.95 6.78 1.83 I 104 1 + s +皿 H 

6B~56~4~2 剥片 黒曜石 2 12.48 11.19 3.72 0.34 I+m H B 

6B~56~5 制片 黒曜石 2 22.14 6.88 2.65 0.20 I F B 

6B~56~6 剥片 黒曜石 2 32.19 20.04 7.70 1.92 L I+m F 

I 6B~56 ー 7 彫器 黒曜石令 3 48.39 16.72 5.42 4.11 I 86 

6B ~56~8 礁片 安山岩 39.68 24.27 15.33 12.72 

6B~56~9 砕片 黒曜石 I 8.38 7.95 2.22 0.09 L I H 

6B~56~ 1O 朝l片 黒曜石 34.81 13.77 5.29 1.41 1 +皿 5 B 

6B~56~ 11 砕片 黒曜石 1 ? 5.26 6.50 1.14 0.03 皿 日 B 

2 6B~56~ 12 二次加工剥片 黒曜石 13.71 13.74 6.31 0.89 I+m 64-84 B 

6B~56~ 13 制片 黒曜石 10.48 9.71 2.67 0.14 2 138 I+m H 

6B~56~ 14 剥片 黒曜石 l 12.11 18.56 6.61 1.18 D+m H B 

6B~56~ 15 剥片 黒曜石 1 12.14 14.37 4.84 0.42 84 国 H 

6B~56~ 16 砕片 黒曜石 l 5.74 6.76 1.39 0.05 L H 

6B~56~ 17 剥片 黒曜石 且21 10.47 2.45 0.17 2 114 1 +皿 H 

6B~56~ 18 砕片 黒曜石 4.07 5.57 1.09 0.02 1 +皿 H B 

6B~56~20 剥片 黒曜石 1 11.07 11.18 2.61 0.20 L 1 +皿 H 

6B~56~21 剥片 黒曜石 15.98 6.96 4.33 0.28 1 + D VM 

6B~56~22 砕片 黒曜石 6.76 6.91 2.47 0.05 I+m H B 

3 6B~56~23 微細剥離痕剥片 黒曜石 I I 10.81 16.03 5.07 0.68 I 118 I+D+m H N 

第16表 第E文化層第 1ブロック石器組成表

母岩名 二次加工剥片 微細剥離痕剥片 剥片・砕片 彫器 機 計 点数比 総重量 重量比

黒曜石 1 1 1 13 15 65.22% 6.52 22.48% 

黒曜石 1 ? I 4.35% 0.03 0.10% 

黒曜石 2 5 5 2l.74% 5.63 19.41% 

黒曜石? 3 l 1 4.35% 4.11 14.17% 

安山岩 1 I 4.35% 12.72 43.85% 

小計 I 1 19 I l 23 100.00% 29.01 100.00% 

第17表 第N文化層第 1ブロック石器属性表

母岩番号 背面構成

砂岩

チャート

砂岩

第18表 第W文化層第 1ブロック石器組成表

母岩名 磯 計 点数比 総重量 重量比

砂岩 2 2 66.67% 89.86 84.69% 

チャート 1 1 33.33% 16.25 15.31% 

小計 3 3 100.00% 106.11 100.00% 
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第19表堀ノ内台遺跡(2 )石器属性表
挿図

遺物番号 器種 石賀・母岩番号
最大長 最大幅 最大厚 重量

打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損番号 皿皿 国皿 皿m E 剥離角 形状 被熱痕

3F-46-1-1 磯片 砂岩 49.03 37.53 18.91 38.44 H 

3F-46-1-2 離片 凝灰岩 31.96 24.57 17.98 15.62 H 

3F-46-1-3 蝶 トロトロ安山岩 24.58 16.30 9.43 2.28 H 

3F-46-2 機片 頁岩 30.71 20.77 13.31 9.47 H 

58-2 3F-46-3 剥片 砂岩 72.88 43.82 13.12 27.18 2 106 I+V H N 

3F-46-4 剥片 黒曜石 29.40 13.12 7.56 2.32 I+V H B 
58-1 3F-46-5 模形石器 黒曜石 23.86 18.06 5.64 2.32 

6B-42ーl 10.60 12.80 1.90 0.32 
6B-42-2 35.00 37.60 23.40 40.84 

6B-42-3 29.50 53.70 28.30 88.46 

6B-42-4 20.90 45.60 28.90 37.14 
6B-42-5 20.00 24.90 8.30 3.96 
6B-42-6 23.50 22.90 8.80 5.03 

57 -2 6B-42-7 角錐状石器 黒曜石 38.78 13.97 12.42 6.37 I 82-90 + 

6B-42-8 37.80 30.50 19.50 22.94 

6B-42-9 44.70 58.00 24叩 106.00 

6B-42-1O 21.00 30.20 18.70 10.91 
6B-42-11 34.00 41.40 29.80 42.00 

6B-42-12 36.10 48.50 16.50 29.40 
6B-42-13 39.50 50.60 13.20 18.34 

6B-42-14 35.70 58.00 22.80 87.96 

57 -3 6B-42-15 剥片 流紋岩 78.58 61.33 24.89 87.91 2 142 1 +血 +IV+V F N 

6B-42-16 24.90 34.40 15.60 11.37 
6B-42-17 25.80 35.40 15.60 11.37 

6B-42-18 23.40 27.90 10.50 6.47 

6B-42-19 33.50 49.9日 24.60 37.43 
6B-42-2日 I 41.80 59.2日 18.40 63.22 
6B-42-20-2 38.10 54.0日 22.80 57.82 

6B-42-21 19.00 31.90 lι旧日 9.42 

6B-42-22 25.80 51.80 24.70 47.59 

6B-42-23 25.20 25.40 12.00 5.16 

6B-42-24 46.50 58.70 21.70 68.67 

6B-42-25-1 18.10 37.6日 14.50 9.57 
6B-42-25-2 9.80 16.10 5.90 0.87 
6B-42-2同 36.10 42.30 26.30 26.00 
6B-42-27 54.20 71.2日 13.10 76.61 
6B-42-28 40.80 49.30 21.30 33.70 

6B-42-29 21.80 20.20 22.48 

6B-42-30-1 20.00 23.80 9.80 5.18 

6B-42-30-2 23.80 44.30 14.80 16.50 

6B-42-31 34.20 31.70 11由。 12.16 

6B-42-32 14.40 26.70 12.60 4.75 

6B-42-33 26.00 30.10 19口0 13.42 

6B-42-34 33.20 39.40 13.70 15.59 

6B-42-35 37.90 32.20 28.00 44.72 

6B-42-36 17.50 19.60 7.00 2.20 

6B-42-37 29.00 44.00 19.80 29.82 

6B-42-38 30.80 23.90 32.00 20.22 

6B-42-39 44.20 52.00 29.20 55.63 
6B-42-40 69.80 97.80 31.21 215.00 
6B-42-41 23.10 37.60 15.30 12.69 
6B-42-42-1 55.70 77.60 42.10 194.00 

6B-42-42-2 28.70 41.10 21.80 22.57 

6B-42-43 61.30 78.00 45.50 187.00 
6B-42-44 54.00 54.20 26.40 60.88 

6B-42-45 22.10 22.10 21.80 10.17 

6B-42-46 38.80 44.00 14.10 16.30 

6B-42-47 35.70 45.30 15.10 25.54 

6B-42-48 52.3日 84.60 43.00 216.00 

6B-42-49 20.40 23.10 11.30 5.02 

6B-42-50 28.40 45.30 14.70 20.44 

6B-42-51 40.70 58.50 37.90 70.15 

6B-42-52 43.90 59.60 36.50 125.00 

6B-42-53 16.00 41.00 22口0 15.98 

6B-42-54 57.90 76.10 60.20 248.00 

6B-42-55 24.40 31.90 12ω 10.63 

6B-42-56 

6B-42-57 35.50 68.00 25.50 51.12 

6B-42-58 14.40 16.70 11.10 3.15 

6B-42-59 20.20 36.80 19.90 10絹

6B-42-60 18.60 33.80 11.10 6.40 

6B-42-61 22.20 27.30 11.90 8.40 

6B-42-62 25.80 35.60 12.30 13.69 

6B-42-63 11.20 17.30 7刷。 1.13 

6B-42-64 51.60 78.20 38.70 190.00 
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挿図
遺物番号 器種 石賀・母岩番号

最大長 最大幅 最大原 重量
打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損

番号 皿皿 皿皿 mm g 朝l離角 形状 被熱痕

6B-42-65 26.60 31.30 11.60 10.16 

6B-42-66 37.40 44.80 12.30 19.80 

6B-42-67 38.2日 43.20 24.00 34.07 

6B-42-68 

6B-42-69 48.10 48.30 26.20 54.65 

6B-42-70 27.10 43.90 29.50 29.90 

6B-42-71 51.2日 59.2日 38.60 134.00 

6B-42ー72 31.70 55.00 24.80 32.59 

6B-42-73 39.70 55.40 30.70 72.64 

6B-42-74 23.50 31.60 12.20 7.06 

6B-42-75 28.50 33.60 16.90 15.24 

6B-42-76-1 33.70 44.60 14.20 25.27 

6B-42-76-2 27.70 38.10 15.80 12.63 

6B-42-77-1 24.00 32.30 15.50 11.26 

6B-42-77-2 16.6日 15.10 9.80 2.25 

6B-42-77-3 12.70 19.10 4.70 1.35 

6B-42ー78 37.40 61.20 22.10 53ω 
6B-42-79 16.00 39.10 12.40 且63

6B-42-8日 21.70 35.60 27.00 20.65 

6B-42-81 39.60 52.60 34.20 57.32 

6B-42-82 19.00 21.60 16.20 4.75 

6B-42-83 19.90 22.30 13.50 4.80 

6B-42-84 16.80 24.50 12.20 5.61 

6B-42-85 15.70 21.60 6.60 2.28 

6B-42-86 

6B-42-87 38.40 52.80 15.80 23.66 

6B-42-88 39.20 53.50 22.10 52.40 

6B-42-89 35.10 40.90 15.20 18.94 

6B-42-90 31.80 35.80 19.90 21.49 

6B-42-91 35.60 43.40 24.80 37.33 

6B-42-92 25.30 31.80 19.50 10.93 

6B-42-93ーI 23.90 41.30 17.70 20.57 

6B-42-93-2 23.60 26.90 17.00 8.40 

6B-42-94 15.70 23.00 10.10 3.88 

6B-42-95 24.50 32.60 13.20 11.15 

6B-42-96 14.80 23.80 且50 2.71 

6B-42-97 20.20 32.80 13.30 11.66 

6B-42-98 10.60 14.40 9.60 0.97 

6B-42→ 99 20.60 33.00 11.20 8.42 

6B-42-100ーl 朝l片 黒曜石 20.21 13.32 6.10 1.12 2 102 1 +皿 H 

6B-42-100-2 34.90 47.20 25.20 52.78 

6B-42-101 11.10 19.10 5.90 1.87 
6B-42→ 102 41.00 52.60 36.10 65.47 

6B-42-103 14.70 22.00 9.10 2.20 

6B-42-104 54.50 48.10 27.20 75.74 

6B-42ー105 43.60 46.90 25.70 49.25 

6B-42-106 22.80 23.50 15.20 6.ω 

6B-42-107 43.50 69.50 45.60 135.00 

6B-42-108 34.90 37.80 17.80 25.32 

6B-42-109 49.20 92.30 30.80 169.00 

6B-42-11O 74.90 66.00 42.70 Hぬ日日

57ーI 6B-42-111 ナイ 7形石器 黒曜石 30.29 20.94 10.57 5.11 I F 82-104 + 

68-42-112 31.10 28.30 18.00 15.58 

6B-42-113 17.80 21.40 11.80 4.22 

6B-42-114 27.50 47.30 24.50 2.98 

6B-42-115 13.40 lι30 13.70 l且3

6B-42-116 33.90 25.90 17.90 14.31 

6B-42-117-1 41.70 50.20 27.60 74.17 

6B-42ー117-2 35.20 42.10 27.70 35.45 

6B-42-118 21.80 53.10 15.00 18.49 

6B-42-119 20.5日 39.50 10.30 8.35 

6B← 42-120 20.60 18.50 且20 3.82 

6B-42-121 30.印 41.70 20.90 17.83 

6B-42-122 剥片 ガラス質黒色安山岩 37.54 37.82 12.03 14.66 2 132 I+m H 

6B-42-123 31口口 38.60 21.20 23.44 

6B-42-124 16.90 29.10 5.30 1.98 

6B-42-125 26ι30 31.10 且10 4.35 

6B-42-126 30.20 33.10 12.20 12.70 

6B-42-127 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.38 2目。74 12.02 且30 1 +田 。 B 

6B-42-128 38.30 62.40 16.20 50.71 

6B-42-129 40.20 43.00 22.00 41.08 

6B守 42-130 41日日 53.80 33.70 82.32 

6B-42-131 25.10 31.20 18.00 14.16 

6B-42-132 

6B-42-133 40.20 54.50 19.20 61.64 
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挿図
遺物番号 器種 石賀・母岩番号

最大長 最大幅 最大厚 重量
打面
打角

背面構成
末端
調整角 使被用熱痕痕 折れ 欠損番号 E皿 皿皿 ... E 剥離角 形状

6B-42-134 

6B-42-135 初 30 31.30 25.30 11.l8 
6B-42-136 18.50 32.80 10.20 6.82 
6B-42-137 32目的 40.20 20.00 26.32 
6B-42-138 40.80 49.70 30.ω 65.73 
6B-42-139-1 39.20 45.90 32.鈎 67.86 
6B-42-139-2 34.30 38.90 24.10 却1.47
6B-42-14O 43.80 56.70 33.ω 92.38 
6B-42-141 

6B-42-142 8.40 22.00 8.20 1.93 
6B-42-143 27.70 45.却 10.60 17.07 
6B-42-144 47.40 46.却 21鈎 5328 
6B-42-145 29.20 44.10 26.50 3524 
6B-42-146 15.50 36.20 5.10 3.38 
6B-42-147 42.80 7Rω 30.10 150.00 
6B-42-148 47.50 78:悌 30.30 158.00 
6B-42-149 17.30 39.10 17.90 11.95 
6B-42-150 27.10 32.50 18.30 16.臼
6B-42-151 61.00 91.50 19.10 146.00 
6B-42-152-1 57.30 61.40 3.20 83.87 
6B-42-152-2 制片 ガラス質黒色安山岩 29.50 25.37 8，似 4回 2 130 I+rr+皿 s 
6B-42-153-1 32.30 35.50 19.10 23.44 
6B-42-153-2 15.80 22.40 18.80 5.78 
6B-42-154 21.70 44.00 33.60 33.12 
6B-42-155 26.60 29.90 15.70 11.85 
6B-42-157 43.20 ωm  30.70 104.00 
6B-42-158 28.40 34.90 23.70 22.67 
6B-42-159 

6B-42-1ω 23刈 42.ω 14.80 14.92 
6B-42-161 18.80 お1.10 11.80 7.80 
6B-42-162 25.30 27.00 13∞ 6.72 
6B-42-163 22.ω 31.20 13.伺 8.73 
6B-42-164 16加 39.90 9∞ 5.56 
6B-42-165 65.90 72.10 49.50 292，ω 
6B-42-1“ 52.50 75.40 39.且0 195.ω 
6B-42-167 

6B-42-1飽 l 38.∞ 33.70 16.90 30:悌
6B-42-168-2 19.20 32.40 13.30 7.05 
6B-42-169 18:伺 28.却 19.00 11.92 
6B-42-170 23，ω 40.50 17.80 15.32 
6B-42-171-1 38.20 44.80 23.80 39.70 
6B-42-171-2 16.90 20.00 11.70 2.44 
6B-42-172 45，ω 82.70 1虫10 88.∞ 
6B-42-173 39.50 64.90 15.ω 33.20 
6B-42-174 43.80 53.70 31.00 8724 
6B-42-175 48.20 68.ω 42目30 I倒 00
6B-42-176 28.30 49.50 21.90 34.46 
6B-42-177 29.80 46.90 27.00 24.25 
6B-42-178 57.80 63.80 28.80 157.00 
6B-42司 179-1 21.80 26.50 6.80 2.94 
6B-42-179-2 9.90 16.∞ 4.80 0.77 
6B-42-180 7.30 17.10 9.00 1.35 
6B-42-181 30.10 34.20 20鈎 17.89 
6B-42-182 15.50 25.80 12.60 4.63 
6B-42-183 41.70 51.90 40却 61.87 
6B-42-184 28.40 44.00 22.60 31.80 
6B-42-185 56.30 9020 37.20 2回目。。

6B-42-187 21.60 29.90 15.00 8印
6B-42-188 29.00 36.90 36.90 59.38 
6B-42-189 18.30 22.00 9.00 4.21 
6B-42-190 30，ω 42.30 21ω 21.56 
6B-42-191 51.00 67.80 24.80 97.60 
6B-42-192 28.30 41.50 21.40 19.47 
6B-42-193 24目40 45.10 13.10 14.90 
6B-42-194 39.00 50却 21印 29.03 
6B-42-195 21.50 15.80 2.90 1.02 
6B-42-196 15.10 30.80 12.80 6.鈎
6B-42-197 24.50 31.70 9.30 6.84 
6B-42-198 1l.l0 21.30 9目40 2目88
6B-42-199 33.80 42.80 34.飢 70.49 
6B-42-200 26.20 34.20 28.70 24.64 
6B-42-201 21.80 28.50 16.50 10.08 
6B-42-202 9ω 17.00 10目40 1.11 
6B-42-203 15.60 21.20 14.50 3.28 
6B-42-204 29.30 38.00 20.70 24.02 L. 
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挿図
遺物番号 器積 石質・母岩番号

最大長 最大幅 最大厚 重量
打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損

番号 mm 皿m 血血 E 剥離角 形状 被熱痕

6B-42-205 31.20 35.00 12.30 18.66 

6B-42-206 30.00 61.10 24.80 44.20 

6B-42-207 40.20 40.30 32.50 54.10 

6B-42-208 27.10 32.00 15.30 14.53 

6B-42-2伸一I 33.20 46.50 30.00 43.54 

6B-42-209-2 32.30 54.20 25.50 34.26 

6B-42-210 22.20 31.00 19.10 16.47 

6B-42-211 14.70 17.70 15.60 4.89 

6B-42-212 20.00 24.90 11.50 7.36 
6B-42-213 14.70 19.10 11.50 3.57 

6B-42-214 16.70 20.00 12.50 6.77 

6B-42-215 33.20 37.90 20.20 26.10 

6B-42-216 47.90 61.80 28.40 90.74 

6B-42-217 16.10 21.50 6.00 2.83 

6B-42-218 30.00 57.00 30.40 96.65 

6B-42-219 33.50 64.30 36.70 57.60 

6B-42-220 19.40 24.20 20.50 8.17 

6B-42-221 34.00 47.10 37.40 92.04 

6B-42-222 22.50 33.70 11.10 7.33 

6B-42-223 33.10 69.20 34.90 71.66 

6B-42-224 32.30 35.10 13.70 12.09 

6B-42-225 24.40 25.50 20.00 且64

6B-42-226 45.40 51.20 27.80 81.84 

6B-42-227 35.90 40.00 17.00 32.74 

6B-42-228 47.00 65.60 32.80 138.00 

6B-42-229 28.00 57.00 34.20 55.87 

6B-42-230 35.10 68.20 50.80 295.00 

6B-42-231 22.20 58.00 28.80 43.46 

6B-42-232 12.80 14.90 6.40 1.10 

6B-42-233 42.20 53.60 19.80 42.04 

6B-42-234 35.20 51.50 48.30 61.56 

6B-42-235 40.40 43.60 14.90 13.95 

6B-42-236 42.50 66.90 17.00 53.89 

6B -42-237 19.00 29ω 15.50 6.38 

6B-42-238 l虫90 31.30 12.20 5.26 

6B-42-239 12.70 27.90 12.00 7.03 

6B-42-240 12.80 30.50 6.10 3.44 

6B-42-241 22.20 41.10 25.10 18.75 

6B-42-242 30.90 51.90 19.70 43.20 

6B-42-243 37.50 52.50 34.70 103.00 

6B-42-244 39.80 51.60 33.30 88.97 

6B-42-245 

6B-42-246 33.10 18.30 9.80 5.80 

6B-42-247 64.60 70.70 49.00 291.00 

6B-42-248 35.90 42.60 39.00 59.38 

6B-42-249 32.20 36.90 21.20 26.80 

6B-42-250 52.30 59.00 31.00 136.00 

6B-42-251 23.60 36.50 36.40 39.38 

6B-42-252 44.80 64.60 26.60 96.71 

6B-42-253 25.60 41.20 12.90 16.34 

6B-42-254 24.40 53.10 25.00 40.55 

6B-42-255 18.90 27.60 16.40 8.29 

6B-42-256 27.00 33.10 23.40 19.39 

6B-42-257 40.30 73.90 39.20 116.00 

6B-42-258 

6B-42-259 20.70 32.60 17.50 13.57 

6B-42-260 28.70 61.70 19.90 41.87 

6B-42-261 40.50 44.00 37.80 54.68 

6B-42-262 33.70 34.20 18.90 21.41 

6B-42-263 17.30 41.00 23.80 18.79 
6B-42-264 19.90 31.10 12.70 5.57 

6B-42-265 35.80 46.10 34.80 62.66 

6B-42-266 37.20 34.40 13.90 20.82 

6B-42-267-1 28.90 36.50 15.90 19.42 

6B-42-267-2 24.60 38.10 14.40 15.93 

6B-42-268 48.50 55.80 20.10 11.93 
6B-42-269 

6B-42-270 33.60 45.10 14.70 33.90 
6B-42-271 14.80 27.90 18.00 6.91 

6B-42-272 22.50 23ω 5.00 2.84 

6B-42-273 22.50 22.50 12.00 5.72 

6B-42-274-1 45.70 62.30 46.30 161.00 

6B-42-274-2 51.00 64.10 33.00 124.00 

6B-42-274-3 30.30 37.90 16.00 18.78 

6B-42-274-4 20.80 33.70 11.30 11.50 
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挿図
遺物番号 器種 石賀・母岩番号

最k長 最大幅 最大厚 重量
打面
打角

背面構成
末端
調整角

使用痕
折れ 欠損番号 皿m mm mm g 相l離角 形状 被熱痕

6B-42-275-1 31.70 39日0 24.70 47.71 
6B-42-275-2 30.30 52.80 26.70 37.69 
6B-56-1 剥片 黒暗石 13.95 11.08 2.63 0.40 L 1 +田 H 

6B-56-2 剥片 黒曜石 15.70 7.71 5.35 0.54 I+m H B 

6B-56-3 剥片 黒曜石 24.23 15.80 6.59 1.34 I 94 1 + D +皿 H 

6B-56-4-1 剥片 黒曜石 21.29 21.95 6.78 1.83 l 104 1 + D +皿 H 

6B-56-4-2 相l片 黒曜石 12.48 11.19 3.72 0.34 I+m H 日

6B-56-5 剥片 黒曜石 22.14 6.88 2.65 0.20 I F B 

6B-56-6 剥片 黒曜石 32.19 20.04 7.70 1.92 L 1 +皿 F 
59 -1 6B-56-7 彫器 チャート 48.39 l邑72 5.42 4.11 86 

6B-56-8 様片 安山岩 39.68 24.27 15.33 12.72 

6B-56-9 砕片 黒曜石 8.38 7.95 2.22 0.09 L I H 

6B-56-1O 剥片 黒曜石 34.81 13.77 5.29 1.41 1 +匝 s B 

6B-56-11 砕片 黒曜石 5.26 6.50 1.14 0.03 皿 H B 

59 -2 6B-56-12 二次加工剥片 黒曜石 13.71 13.74 6.31 0.89 1 +皿 64-84 B 

6B-56-13 剥片 黒昭石 10.48 9.71 2.67 0.14 2 138 I+m H 

6B-56-14 剥片 黒曜石 12.11 18.56 6.61 1.18 D+皿 H B 

6B-56-15 剥片 黒曜石 12.14 14.37 4.84 0.42 l 84 E H 

6B-56-16 砕片 黒昭石 5.74 6.76 1.39 0.05 L I H 

6B-56-17 剥片 黒曜石 8.21 10.47 2.45 0.17 2 114 1 + m H 

6B-56-18 砕片 黒曜石 4.07 5.57 1.09 0.02 I+m H B 

6B-56-19 

6B-56-2日 剥片 黒曜石 11.07 11.18 2.61 0.20 L I+m H 

6B-56-21 剥片 黒曜石 15.98 6.96 4.33 0.28 1 + D VM 

6B-56-22 砕片 黒曜石 6.76 6.91 2.47 0.05 1 +皿 H 日

59 -3 6B-56-23 剥片 黒曜石 10.81 16.03 5.07 0.68 1 118 I+D+m H N 

6B-56下層ーI 磯 砂岩 63.48 47.96 25.73 87.04 H 

6B-56下層ー2 磯片 チャート 49.58 19.88 16.25 18.43 日

6B-56下層-3 磯片 砂岩 23.76 11.98 8.90 2.82 H 一一一

第2節縄文時代

本遺跡から検出された縄文時代の遺構は，陥穴1基のみである。遺物は，遺構に伴わず，包含層から出

土している。

1 陥穴

SX06 (第61図)

調査区北端に位置する。平面形は，長楕円形を呈し，長軸6.0m，短軸1.9mを測る。確認面より2.7mtま

ど掘り込まれる。薬研状の掘り形で，底面は細長くなる。覆土中には，ソフトローム粒やハードロームブ

ロックが多く含まれる。

遺物の出土はなかった。

2 包含層出土遺物

縄文土器

縄文土器は，早期から前期後葉の土器が検出されている。これらは遺構には伴わず，遺物包含層からの

出土である。これらの土器を以下の第1群から第4群に分類し，記述することにする。

第1群撚糸文系土器

第2群沈線文系土器

第3群条痕文系土器

第4群前期後葉の土器

これらの中で，第1群の撚糸文系土器に属する資料が最も多く，第3群の条痕文系土器がそれに次ぐ。

撚糸文系土器は，口縁部を中心に代表的な資料を提示し，出土地点をそれぞれの資料の下部に示した。そ

のため第1群については，各小グリッドごとの破片点数によるメッシュ分布図で、分布の傾向を示した。そ
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れ以外の土器は，文様が明瞭な資料を全て図示し，同様に資料の下部に出土地点を示した。

第1群撚糸文系土器(第62・63図，図版34・35)

( 1 )概要

検出された土器の量は， 147点， 1，582 gである。

1-51は，縄文時代早期前葉の撚糸文系土器である。口唇部が外反するもの，直立して肥厚するもの，

直立して肥厚しないものが見られる。施文は，縄文が施されるもの，撚糸文が施されるものが見られ，撚

糸文の例が圧倒的に多く，撚糸文の間隔は全体的にまばらで，ほとんど施文が見られない破片もある。口

縁部断面から，夏島式から稲荷台式に属する資料であるとみられる。

1-6は，口唇部が外反する例で，いずれも撚糸文が施されている。 1は口唇部上端をナデにより平坦

にされており，上端への積極的な施文は認められない。 2は口唇部上端が丸みを帯ぴており，口唇部への

施文が見られない。 3-6は口唇部の上端と前面に横方向の撚糸文が施されている例である。これらは，

口唇部の外反の状況から夏島式に比定されるものと考えられる。

7 -33は，口縁部が直立する破片である。胎土には 2mm前後の砂を含み，焼成は良好で，色調は総じて

赤味を帯びた褐色である。

7-9は口縁部が直立し，撚糸文が施される破片である。 7は口唇部がやや肥厚する破片で，上端は丸

みを帯びる。内面は丁寧に磨かれ，上端はナデが施されている。色調は濃い赤褐色である。 10は，口唇部

がわずかに外反する破片で， 11は，口唇部が肥厚せず，直立する破片である。いずれも色調はやや濃い赤

褐色である。 12は，頚部外面にわずかな括れをもっ破片で，色調は灰色がかった褐色である。 13は，口唇

部がやや肥厚すると見られる破片で，外面に細かい撚糸文が施されている。口唇部上端はナデにより平坦

になっている。色調は濃い赤褐色である。

14-26は無文またはわずかに撚糸文が施される口縁部破片である。胎土には少し砂が混じり，焼成はい

ずれも良好である。色調はやや灰色を帯びた赤褐色である。 14，15は無文の破片である。口唇部がや肥厚

し，外面は横方向のナデ調整が施されている。 16も無文の破片だが，口唇部の上端と外面の境にわずかに

稜が見られる。 17-20は外面にわずかな撚糸文が施される例である。内外面ともに縦方向の削り状の調整

が施されている。色調は灰褐色に近い。 18-20の胎土，色調は14，15によく似ている。 21-24は小破片に

つき不明な点が多いが， 14， 15と同様の特徴を持つものと推測される。

25は無文で，内湾する口縁部破片である。小型で，椀形の器形となる可能性がある。 26は直立する口縁

部破片で，器厚が薄く，外面に撚糸文が施されている。

27-33は，外面に縄文が施されている例である。 27-29は，直立しながらやや肥厚し，口唇部外面と頚

部から胴部へは，異なった方向の縄文が施されている。口唇部上端はナデが施されている。胎土，焼成，

色調は 7-9に良く似ている。 30-32は口唇部から胴部にかけて縄文が連続すると見られる破片で， 33は

口唇部に施文が見られない破片である。 30は黒褐色を帯び， 32， 33は赤褐色地に黒斑が見られる。 30-33

は小破片であるため，詳細は不明で、ある。

34-49は胴部破片である。

34， 35は，縄文が施されている破片である。 34は赤褐色， 35は灰色を帯びた黄褐色である。

36-49は撚糸文が施されている。 36-39は，細い原体を用いている。 36はR，37-39はLの撚糸文が施

されている。 37-38は，赤味を帯びた褐色で， 39はやや灰色を帯びた黄褐色である。 37-39は比較的底部

月

inu 
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に近い破片である。 1-6の胎土や施文と近く，同一個体も含まれると考えられる。 40-42は， Lの撚糸

文が施されている。 7，8と胎土，色調，施文が類似しており，同一個体と考えられる。 43-45は， Rの

撚糸文が施され，やや明るい赤褐色で，器面は肌理が細かく平滑に調整されている。 46，47は， Lの撚糸

文が施され，色調が灰色を帯びた黄褐色である。 48はRの撚糸文が施されており，色調が赤褐色の破片で

ある。外面の剥落が若干見られる。

49-57は底部付近の破片である。 49-54は外面に撚糸文が施されている。 49，50はL，51-57はRの撚

糸文がそれぞれ施されている。 50，51は灰色を帯びた黄褐色の破片で， 47， 48と類似している。 52-54は

色調が赤褐色で，熱による剥落が見られる。 54は尖底部に極めて近い部分である。 55は器厚が薄い個体で，

風化が進んでいる。

55-57は施文が見られない底部付近の破片で，色調は赤褐色である。 57の拓影中央下に見られる太い沈

線状のものは，後世に受けた傷である。

( 2 )分布

調査区が南西側のB，C， D区と北東側のF，G， H区に離れているが，撚糸文系土器は，いずれの調

査区からも出土している。口縁部破片についてみると，夏島式に比定される 1-6は南西の調査区に集中

し，それ以外の資料は両方の調査区に分布している。分布の様子は散漫で， 6点以上の資料が出土するグ

リッドは5B-96と2G-85の2地点のみで， 1点から 5点程度の少量の分布がほとんどである。

第2群沈線文系土器(第64図，図版36)

1点， 14gが検出された。 58が，沈線文系土器に属する田戸下層式土器である。外面に細く浅い沈線が

横方向に施され，その聞を員殻腹縁文が充填されている。胎土には砂を多く含み，やや軟弱である。色調

は外面は淡い黄褐色である。

第3群条痕文系土器(第64図，図版36)

( 1 )土器の概要

15点， 793gが検出された。 59-69が条痕文系土器である。

59は，野島式土器に比定される破片である。口縁部付近の破片で，縦方向の細隆起線から斜方向の平行

沈線が施されている。内面には条痕が見られ，胎土に繊維を含み，外面は暗褐色，内面は黄褐色である。

60-69は条痕のみの破片である。いずれも胎土には繊維を含んで、いて，色調は明るく，焼成は良い。 60

-63は外面は赤褐色で，内面は灰褐色である。外面は丁寧に調整されているが，内面の調整は雑である。

外面・内面とも明るい褐色である。 64-69は，内外面ともに明るい灰褐色の破片である。外面と比較して

内面の調整は雑である。

時期が判別できるのは， 59のみで， 60-69は外面・内面ともに条痕が施されているのみで，明確な時期

決定ができないが，色調や条痕の様子から，子母口式~野島式にかけての土器であると推測される。

( 2 )分布

59のみが南西の調査区から出土し，それ以外は全て北東の調査区に分布しており，特に2G一74，75， 85 

から限定して出土している。
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第4群縄文時代前期後葉の土器(第64図，図版36)

(1)概要

9点， 216 gが検出された。 70-74が，縄文時代前期後葉の諸磯式に比定される破片である。

70， 71は，半蔵竹管を用いた沈線文が施されている破片である。諸磯a式であろう。 72は横方向の浮線

文が施される破片で，浮線文には斜の刻目が施されている。諸磯b式であると考えられる。 70は胎士が轍

密， 71， 72は2凹ほどの小磯を含んでいる。色調はいずれも黄褐色である。 73，74は縄文が施されている

破片である。胎土は明るい黄褐色で，焼成は良好で、ある。明確な時期は不明だが，前期後葉から末葉の土

58 (2G.c48) 59 (6B-06) 0"" 60 (2G-75) 

62 (2G-85) 63 (2G-85) 

64 (2G-75) 

66 (2G-86) 

65 (2G-74) 

67 (2G-75) 

68 (2G-74) 

ー宅島品弘m-信1、ゆd7J泌J引V吻FザS包臨号点争2tV、当炉'U卜'1 義主口 〆、J

70 (5B-99) 71 (6Cー11)

73 (6C-61) 74 (6C-52) 

72 (6C-70) 。 (113) 10cm 

第64図 第2-4群土器

101 -



器であると考えられる。

( 2 )分布

南西の調査区からのみ出土している。

石器(第65図，第16-18表，図版37)

それぞれの遺構の時期に帰属しない縄文時代の石器とグリッド出土の縄文時代の石器を図示した。全体

では石鎌1点，石斧3点，敵石・敵石?2点，石製品?1点が出土している。また，多くの礁が出土して

いる。

1は5C-94から出土した玉髄の石鎌である。側縁の調整痕は両面とも右側縁に集中し，基部は正面側に

集中する。未製品である。 2bは3G-02から出土した砂岩の石斧である。欠損品であるが，隣接する山神遺

跡の5トレンチ出土の2aと接合する。両側縁中央付近の両面に調整加工が施され，刃部が片面のみ研磨さ

れている。破損後も何らかの石器に再加工しようとしたのであろうか，折断面からの剥離痕が見られる。

3は3G-00から出土した砂岩の石斧である。頭部と刃部側右側面に調整加工が施され，刃部が片面のみ研

磨されている。また，頭部側と刃部側の両側縁に磨耗痕が見られる。 4は6C-61から出土したホルンフェ

ルスの石斧である。裏面全面に自然面を残す横長剥片を素材とする。周辺に調整加工を施した打製石斧で

あろうか。上部が欠損している。 5は2G-74から出土した砂岩の石製品?である。両面に自然を残し，周

第20表縄文時代石器観察表

出土位置 遺物番号 種類 石 キt 最大長 最大幅 最大厚 重量
挿図番号 備 考

(皿) (皿) (皿) (g) 

5C-94 C-3 石鍛 玉髄 2l.98 17.24 4.85 l.84 I 未製品

3G-02 D-7 石斧 砂岩 4.70 4.50 l.85 55.98 2b 山神遺跡T-llと接合

3G-00 C-5 石斧 砂岩 107.50 49.60 24.30 195.31 3 局部磨製石斧

6C-61 A-2 石斧 ホルンフェルス 60.00 43.50 13.00 38.42 4 

2G-74 D-2 石製品? 砂岩 42.50 27.50 12.00 20.77 5 

3B-64 B-1 蔽石 砂岩 102.00 60.00 17.20 190.70 6 

2G-74 D-2 石皿? 凝灰岩 189.50 190.50 49.50 1154.09 7 

第21表縄文時代石器組成表

石鍛 石斧 石皿? 磁石，敵石? 石製品? 言十

3B64 
1 1 
190.7 190.7 

5C94 
1 I 
l.84 l.84 

6C61 
I l 
38.42 38.42 

2G74 
1 I 2 

1154.09 20.07 1174.l6 

2G93 
1 I 

556.29 556.29 

3GOO 
I 1 

195.31 195.31 

3G02 
1 1 
55.98 55.98 

計
1 3 1 2 I 8 
l.84 289.71 1154.09 746.99 20.07 2210.86 
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辺を剥離と研磨によって小判形に仕上げている。 6は3B-64から出土した砂岩の蔽石である。両端と両側

縁の中央に弱い敵打痕あるいは表面が薄く剥落したような痕跡が見られる。 7は2G一74から出土した凝灰

岩の石皿?である。表面に浅く磨り減った面がみられる。上部以外は欠損している。

第22表縄文時代蝶組成表
砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 ホルン7ェルス その他

計
A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D 

SlOl I 2 2 2 7 

(6B62) 84 157 180 215 636 

SX02 l I 

(6C63) 3 3 

5B96 
。
。

5B97 
I 

62 62 

5B98 
。
。

5B99 
I 

75 75 

6B04 
l l 

8 8 

6B05 
I l 2 

84 95 179 

6B06 
I l 

41 41 

6B09 
。
。

6814 
。
。

6BI6 
1 l 

67 67 

6B24 
I l 

115 115 

6B28 
。。

6B34 
。
。

6B36 
。
。

6B37 
I l 

93 93 

6B38 
1 l 2 

94 6 100 

6B39 
l 

13 13 

6B42 
。。

6B44 
。
。

6B46 
l l 

46 46 

6B48 
I 1 

30 30 

6B54 
。。

6B56 
。
。

6B89 
。。

6B93 
。
。

6B94 
。
白

5C44 
2 2 

85 85 

5C46 
I l 

46 46 

5C52 
I 1 

67 67 
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砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 ホルンフェルス その他
言十

A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D 

I I l 4 
5C53 

459 2 10 157 628 

l 
5C57 

62 62 

5C64 
l l 

5 5 

1 1 
5C65 

19 19 

l l 
5C67 

77 77 

l I 
5C70 

142 142 

。
5C71 。

3 l 4 
5C72 

7 9 16 

I I 
5C73 

9 9 

。
5C75 。

。
5C76 。

。
5C80 。

。
5C81 。

l l 
5C83 

114 114 

I 
5C84 

22 22 

2 3 
5C85 

50 54 104 

。
5C89 。

。
5C90 。

。
5C91 。

I l 
5C92 

4 4 

l I 2 
5C93 

11 22 33 

。
5C94 。

2 2 
5C96 

9 9 

。
5C98 。

。
6COO 。

I l 2 
6C01 

53 9 62 

I l 
氏二03

50 50 

。
6c口7 。

I I 
6C11 

21 21 

l l 
6C12 

208 21 

6C21 

。
6C31 。

。
6C40 。

l l 2 
6C52 

85 70 155 

。
6C53 。

nu 



砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 ホルンフェルス その他
計

A 日 C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D 。
6C61 。

I l 
6C70 

16 16 

。
6C73 。

I l 
4D74 

11 11 

1 I 
4D84 

14 14 

l l 
4D95 

211 211 

3F18 
2 31 

47 79 126 

3 4 l 3 l 2 2 I 17 
3F19 

81 129 22 50 20 80 237 20 639 

I 2 2 4 6 4 I 20 
3F28 

46 168 35 108 88 170 40 655 

3F29 
l l 2 10 4 2 3 24 

37 45 17 88 190 230 147 81 835 

3F35 
I l 

8 8 

l 3 5 
3F36 

20 128 191 339 

3F37 
l 2 I l 5 

14 45 8 76 143 

3F38 
I 2 6 I 3 13 

43 84 71 12 185 395 

3F39 
。
。

I I 
3F44 

28 28 

I l 
3F45 

19 19 

3F46 
l l 8 l 3 I l 16 

43 38 181 2日7 248 26 19 762 

3F47 
2 6 2 10 

136 273 73 482 

3F48 
l l 

15 15 

3F54 
l l 

26 26 

3F55 
l l 2 l 5 

80 9 48 15 152 

3F56 
l I I 2 5 

33 5 3 64 105 

3F57 
I l 

47 47 

3F63 
I I 

20 20 

3F64 
。
。

3F73 
I I I 3 

64 345 13 422 

2G47 
。
。

2G49 
1 17 I 19 

10 10 

2G58 
。。

2G59 
I l l 2 3 8 

43 25 110 30 357 565 

2G66 
。
。

2G67 
l l l 4 

45 16 10 16 87 

2G68 
2 2 I 5 

45 61 66 172 

2G69 
I I l l I 5 

16 40 15 23 6 100 
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砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 ホルンフェルス その他
計

A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D 

2G74 
2 4 2 4 l 2 l 17 

61 175 53 70 79 40 54 7 539 

2G75 
2 2 3 l 8 

39 154 43 41 277 

2G76 
I I I I l l 6 

11 86 11 56 38 29 231 

2G77 
l I 

32 32 

2G78 
l 3 l l 6 

25 48 29 21 123 

2G79 
2 I 4 

79 74 38 191 

2G82 
2 I 3 

14 71 85 

2G83 
I I I 3 

80 158 14 252 

2G84 
I I I I 11 I I 18 

35 17 40 57 207 87 154 41 638 

2G85 
I I 2 l l 2 l l 10 

9 63 108 27 27 17 48 51 350 

2G86 
1 l l l 6 

4 28 10 26 40 71 179 

2G87 
I I 2 

100 16 116 

2G88 
2 I 3 

48 7 55 

2G89 
1 2 3 

10 56 66 

2G91 
3 2 l 3 3 4 l l 3 I 23 

78 39 25 53 966 54 75 201 121 103 17 I 1732 

2G92 
2 2 l I I 2 2 8 4 I I I 26 

184 38 80 36 41 39 36 122 81 9 12 19 697 

2G93 
3 4 1 I 1 2 1 13 

111 119 50 24 36 120 110 570 

2G94 
l I l 3 

34 20 9 63 

2G95 
2 I I I 4 2 12 

101 27 36 6 62 75 12 319 

l l 2 
2G96 

41 2日 61 

2G97 
l l I 4 

14 21 47 46 128 

2G98 
。
。

2G99 
I 2 3 

51 27 78 

3GOO 
2 10 I 14 

59 193 24 24 3∞ 

3G01 
I 3 2 5 13 I I 4 30 

18 84 86 166 280 38 57 89 818 

3G02 
3 2 2 13 2 l I l 27 

113 120 41 21 193 96 227 121 35 44 I 1011 

l l 3 2 4 l 1 I l 15 
3G03 

55 314 84 23 57 77 165 85 40 900 

I l 2 
3G04 

20 42 62 

I l l 2 1 6 
3G06 

34 10 43 45 11 143 

3G07 
1 I 2 

53 41 94 

2 2 15 4 l l I 26 
3G10 

71 74 320 103 84 46 19 717 

5 4 I 10 
3G11 

102 106 13 221 

I 1 4 2 I 2 I l 13 
3G12 

25 49 333 41 5 36 75 13 577 

l I 2 
3Gl3 

18 31 49 

I 5 I 8 
3G20 

39 103 26 19 187 

円

i
A
U
 



砂岩 チャト 流紋岩 安山岩 ホルン7ェルス その他
計

A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D 

2H21 
l l 

18 18 

2H30 
I 1 

13 13 

I l 
2H31 

14 14 

。
2H32 。
2H4O 

I 2 I 4 

8 40 2 50 

2H41 
1 I 

5 5 

2H50 
l I 2 

19 6 25 

l l 2 
2H51 

6 7 13 

2H52 
I I I l l 51 

92 48 14 65 24 243 

2H日
。
。

l I 2 
2H60 

17 26 43 

2H61 
I I 2 

11 12 23 

2H62 
2 l 2 2 7 

43 9 51 44 147 

2H63 
I I l 3 

60 40 52 152 

2H64 
I I 

23 23 

2H70 
I l 2 4 

12 55 33 100 

2H71 
l I 2 

47 152 199 

2H73 
l 2 1 4 

4 53 15 72 

2H80 
l 2 I 4 

34 41 52 127 

計
7 46 19 68 8 33 55 196 14 61 19 40 。。。4 。 1 。 1 I I 。12 586 
325 2496 784 2581 360 1088 2965 4066 1198 3348 13ω1449 。。。。。35 。46 19 19 o 237 22384 

Aは焼成完形様， Bは焼成破損燦， cは自然磯(無焼成完形際)， 0は破損機(無焼成破損磯)

第3節古墳時代

本遺跡から検出された古墳時代の遺構は，竪穴住居跡1軒のみである。

1 竪穴住居跡

SI01 (第66図，図版30)

調査区西端に位置するが，北側半分が斜面にかかるため調査区域外となる。平面形は，正方形を呈する

と思われる。規模は，検出された部分で 1辺4.5mを測る。主軸方向は， N -290- Eを示す。確認面からの

掘り込みの深さは， 10-20cmと浅い。床面はほぼ平坦で，中央部分が良好に踏み固められている。壁溝は

なかった。柱穴は，東コーナ一部分に 1本検出された。深さ30cmほどで，柱の当たりが明瞭に観察される。

南コーナ一部分には，方形状の平面形を呈する貯蔵穴が掘り込まれる。深さ0.5mを測る。カマドは調査区

外に存在すると思われる。床面上には，焼土ブロックが厚く堆積しており，住居廃棄後に人為的に焼いた

ものと思われる。

遺物は，床面直上から出土している。 1. 2は，土師器の杯である。 1は，内外面とも丁寧なヘラミガ

キが施され，赤彩が加えられる。
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奈良・平安時代第4節

本遺跡から検出された奈良・平安時代の遺構は，方形周溝状遺構4基，火葬墓4基，土坑4基である。

SX04 (第67図)

調査区中央に位置する。 SX13と重複すると思われるが，新旧関係は明確ではない。確認面が低くなって

方形周溝状遺構1 

コーナ一部分と西側の溝が消失しているが，本来は全周していたものと思われる。南北の長さいるため，

N -310 - Eを指す。確認面からの深さは， 20cm前後を測る。5.8mを測り，主軸方向は，

図示できるような遺物の出土はなかった。

SX07 (第67図)

コーナ一部分が消失しているが，本

来は全周していたものと思われる。また，西側の溝と北側の溝の大部分が調査区域外に延びていることが

想定される。確認された南北方向の全長は， 8.6mを測り，主軸方向は， N -31.50 - Eを指す。確認面から

調査区北西側に位置し， SX04に近接する。確認面が低くなってり，

- 109 

の深さは， 20cmを測る。
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図示できるような遺物の出土はなかった。

SX10 (第68図)

調査区北東側に位置する。確認面が低くなっており，溝は部分的に検出されたのみであるが，本来は全

周していたものと思われる。確認された部分では，全長7.1mを測り，主軸方向は， N -430 - Eを指す。

確認面からの深さは， lOcm前後ときわめて浅い。

図示できるような遺物の出土はなかった。

SX13 (第68図)

調査区中央部に位置するが，部分的にしか遺存していない。規模等は不明である。確認面からの深さは，10

cm前後と浅い。

図示できるような遺物の出土はなかった。

2 火葬墓

SX01 (第69図，図版31)

調査区南東側に位置する。平面形は略円形を呈し，径は0.8mを測る。確認面からの深さは， O.4mとなる。

覆土上部に，キサゴ・アサリの破砕片を多く含む層が厚く堆積している。人為的に埋められたものと思わ

れる。蔵骨器が検出されていないことからすると，この員の堆積は，石植のような機能を有していたこと

が想定される。

遺物の出土はなかった。

SX02 (第69図，図版32)

調査区南東側に位置する。平面形は不整形を呈し，径は0.8mを測る。確認面からの深さは， 0.3mとなる。

蔵骨器の周囲には，キサゴ・アサリの破砕片を若干含む埋土が施される。

ほほ中央部に，蔵骨器となる斐2個体が検出された。 1の要は倒位， 2の聾は破片状態であるが，正位

での出土である。この状況から，斐同士を合わせ口として使用したようである。 2の聾の口唇部は意識的

に打ち欠いているようである。 1. 2とも外面にヘラケズリを施した在地の聾である。

SX03 (第69図，図版32)

調査区南東側に位置する。平面形は略円形を呈し，径は短い方で、0.5mを測る。確認面からの深さは， 0.2 

mと浅い。蔵骨器の周囲には，アサリ・キサゴ・カキの破砕片を主体とする埋土が行われる。

やや南よりの底面より10cmほど浮いた位置に， 2の費と 1の杯が出土している。聾は意識的に口縁部を

打ち欠いていると思われ，蔵骨器本体と考えられる。杯は蓋として使用していたようである。 1は，内面

に丁寧なヘラミガキを施す。 2は球形胴を呈し，外面にヘラケズリが加えられる。

SX05 (第69図)

火葬墓群とはやや離れた，調査区南側に位置する。平面形はやや不整な円形を呈し，長径0.6m，短径0.5
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mを測る。確認面からの深さは，最も深い部分で35cmとなる。覆土中に白色粘土が点在していることから，

上部には石植が存在していた可能性も考えられる。

遺物の出土はなかった。

3 土坑

SX08 (第70図)

調査区西側に位置し， SX07の南側周溝に近接する。平面形は，やや隅の丸い長方形を呈する。二段に掘
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り込まれており，外側が長軸3.1m，短軸1.3m，内側が長軸2.7m，短軸1.0mを測る。確認面からの掘り込

みの深さは，外側が6cm，内側が15cmと浅い。粘土等は確認されなかった。全体の形状とSX07周溝と平行

する位置関係からみて， SX07の周溝外埋葬施設となる可能性が高い。

遺物の出土はなかった。

SX09 (第70図)

調査区北側に位置し， SX10の西側に近接する。平面形は，やや隅の丸い長方形を呈する。二段に掘り込

まれており，外側が長軸2.3m，短軸0.9m，内側が長軸2.0m，短軸0.6mを測る。確認面からの掘り込みの

深さは，外側が7cm，内側が10cmと浅い。粘土は確認されなかったが，外側の覆土はローム粒を多く含む

良く締まった層であり，裏込め的様相を呈する。全体の形状と， SX10の周溝とは平行とはならないものの，

近接する位置関係から， SX10の周溝外埋葬施設となる可能性が高い。

遺物の出土はなかった。

SXll (第70図)

調査区北東端に位置する。平面形は，長楕円形を呈する。長軸3.0m，短軸1.0mを測り，確認面からの掘

り込みの深さは， 20cm程度で、ある。本遺構は，他の遺構との対比から，方形周溝状遺構の一部となる可能

性が考えられるが，北側が調査区域外となるため，詳細は不明である。

遺物の出土はなかった。

SX12 (第70図)

調査区中央部に位置し， SX04の南側に近接する。平面形は長方形を呈する。長軸2.4m，短軸1.0mを測

る。確認面からの掘り込みの深さは， 10cm前後と浅い。粘土等は確認されなかった。全体の形状と， SX04 

の周溝と平行となる位置関係から， SX04の周溝外埋葬施設となる可能性が高い。

遺物の出土はなかった。

4 グリッド出土遺物(第71図)

1は砂岩製の砥石である。

「「
。 (1/2) 5cm 

第71図 グリッド出土遺物



第23表竪穴住居跡出土土器観察表

遺構番号 挿図番号 造物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
(cm) 

口径 (15.0) 内面 ヘラミガキ
SIOI l 土師器 杯、 60% 底径 6.4 赤褐色 内外面赤彩

器高 5.6 外面 ヘラミガキ

口径 (13.9) 内面 ヘラナデ
2 2.8 土師器 杯 6日% 底径 5.0 樫褐色

器高 6.1 外面 ヘラケズリ・ヘラミガキ

第24表火葬墓出土土器観察表

遺構番号 挿図番号 造物番号 器質 器形 遺存度
法 量

調 整 色調 出土状況 備 考
(c皿)

口径 20.5 内面 ナデ・へラナデ
SX02 I 1.2 土師器 聾 100% 底径 5.5 

にぶい

糧褐色
器高 26.1 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 内面 ナデ・ヘラナデ
2 2 土師器 墾 70% 底径 4.5 樟褐色

器高 (25.6) 外面 ナデ・ヘラケズリ

口径 (16.9) 内面 ナデ・ヘラミガキ 切り離し不明
SX03 l 1.2 土師器 杯 50% 底径 9.0 黄褐色

回転ヘラケズリ(全面)
器高 4.9 外面 ナデ・回転ヘラケズリ

口径 内面 ヘラナデ
2 

1.6. 
土師器 壷 80% 底径 8.6 黒褐色

6C-53-1 
器高 15.4 外面 へラケズリ

向。



第4章まとめ

第1節 山神遺跡の弥生時代後半から古墳時代前期について

本遺跡からは，弥生時代後半から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡が44軒調査されている。土器の共

伴する竪穴住居跡はあまり多くないが，時期ごとに集落の変遷を概観する。

本遺跡の集落の出現段階の住居として， S153があげられる。出土した聾は，胴部中位よりやや下位に最

大径を有し，底部が突出気味となり，頚部下端に刺突を巡らしている。口縁部が欠損しているが，後期中

葉の所産と考えられる。小破片であるが，頭部下端に刺突をもっ円形浮文が巡らされる壷も同様の時期と

考えられる。この住居のみが，円形プランを呈することも古い様相のー要素であろう。

後期後葉に属する竪穴住居跡としてS136・39・41・48があげられる。いずれも小形の方形プランを呈す

る竪穴住居跡で，柱穴がないタイプとなる。 S136・48出土の壷は，頭部のみの遺存であるが，頭部下端に

縄文の文様帯がみられる。 S141・48出土の無頚査形の鉢は，口縁部に羽状縄文を施し，胴部が球形となる。

これらの共通性からS136・41・48はほぼ同時期と考えられるが， S139の査の口縁部は受け口状となり，棒

状浮文が施されるものの，無文となっており，やや新しい様相が伺える。

次の段階の後期末葉から古墳時代初頭にかけての時期に属する竪穴住居跡には， S107・13・54があげら

れる。小形の隅丸方形や円形に近い平面プランを有し，柱穴がないという共通'性を持っている。遺物量は

少ないが，口縁部に縄文を施す壷や，頭部に輪積み痕を残す葺とともに，古墳時代の小形査などが供伴し

ている。

次の古墳時代前期前半に属する竪穴住居跡は， S106・08・15・24・27・29・40があげられよう。当該時

期の竪穴住居跡は，規模が小さく，方形あるいは隅丸方形に近い平面プランを呈し，柱穴を掘り込んでい

ない例がほとんどである。装飾のない複合口縁の壷と，口縁部が大きく開く柑形土器が特徴的である。

当該時期の最終段階に属する竪穴住居跡は， S134とS142があげられる。いずれもやや大形の方形プラン

を呈し，対角線上に4本の柱穴を有するタイプである。この中では，出土土器の様相から， S134が新しく

なる可能性が高い。 S142は古墳時代前期後半， S134は古墳時代中期に近い時期と考えられる。

以上のように，弥生時代後期から古墳時代前期にかけての集落は，大きく 5時期に分けられるが，遺物

の伴わない竪穴住居跡も多く，全体的な様相は不明な点もあるが，竪穴住居のプランは，規模の小さな隅

丸方形あるいは円形に近い平面形から，古墳時代になると小規模な方形プランに移行し，最終的には規模

が大きくなり，正方形となっていく。また，弥生時代後期から古墳時代初頭までは無柱穴がほとんどであ

るが，古墳時代前期後半になってようやく 4本柱の住居が現れてくる。そして，この時期になってこの舌

状台地上から集落が姿を消し，次に集落が展開するのは，奈良時代になってからとなる。

第2節 山神遺跡の奈良・平安時代について

山神遺跡では，弥生時代後期から古墳時代前期の集落が形成されて以降，奈良時代まで空白期聞が存在

している。再び集落が形成されるのは，奈良時代に入った 8世紀第E四半期である。奈良・平安時代の竪

穴住居跡が9軒と掘立柱建物跡13棟が検出されており，竪穴住居跡の軒数より掘立柱建物跡の棟数のほう



が多くなっている。各遺跡から出土した土器をもとに，集落の変遷を考えてみる。

竪穴住居跡の中で最も古い様相を呈するのは，出土土器からみてSI17・20と考えられる。いずれの住居

跡からも須恵器の高台付杯が検出されている。湖西あるいは東海地域の須恵器と思われる。 SI17例は体部

下端に明瞭な屈曲部があり，全体的には永田不入の17号窯のタイプに似ている。 SI20例は，体部が丸味を

帯び，底部が若干突出する。 SI20例がやや古い様相を示すものの， 8世紀第2四半期の範鴫で捉えられよ

う。両住居跡から出土している内面に斜格子暗文を施している土師器の杯は，口径15cm前後を測るものが

多く，暗文も繊細で幅が狭いことから，暗文を有する上総形杯の出現期段階に相当し，須恵器の杯と同様

の時期を示している。

次の段階に属する竪穴住居跡には， SI09・14・33・35があげられよう。いずれも斜格子暗文の上総型杯

を含んでいるが，口径が14cm前後となり，前段階よりも新しい要素を有している。 8世紀第3四半期の所

産と思われる。ただ， SI09例は，小片ながら，体部が内湾気味となり，暗文の幅も粗いことから，やや新

しくなる可能性がある。

本遺跡の最終段階に属するのは， SI26とSI37が相当すると思われる。いずれにも暗文は認められないが，

器形や調整技法から上総型杯と考えられる。口径14cm以下となり，前時期に後続する 8世紀末頃の時期と

思われる。

一方，掘立柱建物跡が13棟検出されているが，そのほとんどが遺物を伴出していないため時期不明とい

わざるを得ないが， SB13の掘り方内より上総型杯が1点のみ出土している。口径14.0cmを測るが，底径8.4

cmと口径と底径の差が大きくなるタイプであり， 8世紀第3四半期に相当するものと思われる。掘立柱建

物の構築時期をこの土器が示しているかどうかは，詳細な出土状況が不明なため，明らかではないが，建

物の主軸方向と竪穴住居跡の主軸方向を考えると， 8世紀第2四半期から第3四半期にかけての構築と思

われる。 SB13と軸方向がほぼ同様の建物群もこの時期となろう。一方，主軸方向がやや異なるSB1Uま，

柱の掘り方が一回り大きく，方形に近い柱穴プランを呈することから，掘立柱建物群の中では，最も古い

時期と考えられる。おそらく， 8世紀第2四半期の前半頃となろう。また，主軸方向が大きく異なるSB10

は，最終段階の竪穴住居と同様の主軸方向を示している。

山神遺跡における奈良・平安時代の集落は， 8世紀第2四半期前半に出現し，その段階から掘立柱建物

が伴っている。そして， 8世紀第2四半期から第3四半期にかけて最盛期を迎え，多くの掘立柱建物がコ

の字状に配置される。台地上から集落が姿を消していくのが， 8世紀第4四半期であり，きわめて短期間

に形成された集落遺跡といえよう。竪穴住居数より掘立柱建物数のほうが多いという特徴があり，一般集

落とはやや様相が異なるものの，その出土遺物からは官衝的側面を伺えるものはほとんどなく，一般的集

落遺跡と思われる。
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山神遺跡全景航空写真
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北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

山神遺跡 木更津市下烏田 12206 I 010 35度 139度 19930301- 7.000rri 道路建設

20分 56分 19931029 

50秒 01秒

堀ほりノう内ちだ台い遺いせ跡き
木更津市下烏田 12206 080 35度 139度 19930401- 12.000ぱ 道路建設

( 2 ) 20分 56分 19931029 
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山神遺跡 包蔵地 旧石器時代 遺物集中地点 1か所 石器 奈良・平安時代の

包蔵地 縄文 縄文土器・石器・磯 集落は，ほほ8世

集落跡 弥生~古墳 竪穴住居跡 44軒 弥生土器・土師器 紀代に形成されて

集落跡 奈良・平安 竪穴住居跡 9軒 土師器・須恵器・万子 おり，大形の掘立

掘立柱建物跡 13棟 柱建物が含まれて

いる。

堀ノ内台遺跡 包蔵地 旧石器時代 遺物集中地点 5か所 石器・蝶 奈良・平安時代の

( 2 ) 集落跡 縄文 陥穴 1基 縄文土器・石器・喋 方形周溝状遺構や

集落跡 古墳 竪穴住居 1軒 土師器 火葬墓を主体に遺

墓域 奈良・平安 方形周溝状遺構 4基 土師器 構が構成されてお

火葬墓 4基 り，山神遺跡、に付

士坑 4基 随する墓域となる

可能性が考えられ

る。
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